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今月は、このまちにまつわる、

不思議な世界へ
ご案内いたします―。

宮島・ 弥山 に 棲 むといわれる「みせん す  天狗 」。てんぐ宮島には、「天狗」にまつわる不思議な話が数多く残されている―。写真は、弥山・ 三  鬼  堂 に所蔵されている「さん き どう  烏 からす 天狗 てんぐ 」。撮影協力・ 大聖院 。だいしょういん

ようこそ―

ミステリーへ、語り継ぐ――２〜１１ページ―特  集



このまちに残る伝説や昔話―。

それは、人々が生きてきた中に生まれ、

人から人へと、語り継がれてきた。

「伝え残す」こと、そしてその先にあるものを考えてみたい―。

語り継がれる天狗伝説

　

宮
島
に
は
、
古
来
よ
り
神
秘
的
な

伝
説
が
、
数
多
く
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
弥
山
に
棲
む

と
い
わ
れ
る
「
天
狗
」
の
伝
説
だ
。

　
「
七
不
思
議
」
以
外
に
も
、
天
狗

に
ま
つ
わ
る
話
が
今
も
語
り
継
が
れ

て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
あ
や
か
し
」。「
あ

や
か
し
」
と
は
「
化
か
す
」
と
いっ
た

意
味
で
、
宮
島
で
は　

時
以
降
に
山

１５

に
登
る
と
、 
烏  
天
狗 
に
化
か
さ
れ
て

か
ら
す 

て
ん
ぐ

山
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
言
い

伝
え
だ
。

　

宮
島
の
歴
史
に
詳
し
い 
舩
附  
洋
子 

ふ
な
つ
き 

よ
う
こ

さ
ん
は
、「
宮
島
の
山
は
古
来
か
ら
、

自
然
の
ま
ま
現
代
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
夕
方
近
く
に
な
っ
て
山
に
登
ろ

う
と
す
る
と
、
帰
り
は
す
で
に
暗
く

な
り
ま
す
。
人
々
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
先
人
が
生
き
て
き
た
経
験
や

知
恵
を
天
狗
の
伝
説
に
例
え
て
後
世

に
伝
え
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」 2広報はつかいち2013.10.1

拍子  木     ひょうしぎの 音 ―おと

カチーン、カチーン。

人気のない深夜２時頃、

どこからともなく拍子木の音が聞こえてくる。

弥山に 棲 む 天狗 の仕業と語り継がれ、

す 
てんぐ

音が鳴っている間は、

家にこもっていないとたたりがあると恐れられている。

大聖院の入り口で参拝者を迎える烏
天狗の石像。撮影協力・大聖院。

滋
時

神仏に加え、天狗も駆ける島、宮島―。

弥山には、古くから伝えられる

天狗の伝説があり、

弥山、そして宮島の

両七不思議にも数えられている―。

語り継ぐ―
特  集第１章

ようこそ―
ミステリーへ、

広報はつかいち3 2013.10.1

 弥山 の 松明 ―
みせん 
たいまつ

弥山の頂上を中心に、 灯 が揺れて見えるという。

ともしび

それは、人が持つ松明より大きくて赤く、

松林の中を飛び交うため、天狗の仕業とも言われている。

 天狗 の 足跡 ―
てんぐ 
あしあと

弥山に棲む山伏姿の 烏天狗 は、
からすてんぐ

毎朝、嚴島神社にお参りしているという。

夜の明けきらない朝４時頃、

羽を大きく広げ、弥山から神社に飛び降りてくる。

姿は決して見えないが、雪の降る日には、

神社の屋根に烏天狗の足跡が残されているという―。

と
説
明
す
る
。

親しまれている天狗

　

ま
た
、
三
鬼
堂
の
烏
天
狗
は
、
地

元
で
は
「 
三
鬼 
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、

さ
ん
き

舩
附
さ
ん
の
著
書
「 
厳
島  
新  
絵  
図 
」

い
つ
く
し
ま 
し
ん 

え 

ず

に
も
こ
ん
な
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

氷
砂
糖
と 
金
平
糖 
、
そ
し
て
豆
腐

こ
ん
ぺ
い
と
う

が
大
好
き
な
三
鬼
さ
ん
。 
堂  
守 
り
が
、

ど
う 

も

「
今
日
は
豆
腐
屋
が
休
み
で
、
豆
腐

を
差
し
上
げ
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、「
大
丈
夫
、
わ
し
の
背
中

に
乗
れ
」
と
、
京
都
の 
南
禅
寺 
ま
で

な
ん
ぜ
ん
じ

ひ
と
っ
飛
び
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

三
鬼
さ
ん
は
「
そ
の
辺
を
見
物
し
て

来
い
。
夕
方
ま
で
に
は
南
禅
寺
に

帰
っ
て
こ
い
よ
」
と
言
い
残
し
た
。

　

そ
の
堂
守
り
は
、
京
の
町
を
見
物

中
に
、
宮
島
へ
売
り
に
く
る
な
じ
み

の
呉
服
屋
に
バ
ッ
タ
リ
出
会
う
。
天

狗
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
と
言
う

が
、
信
じ
て
も
ら
え
な
い
。
帰
り
も

天
狗
に
連
れ
て
帰
っ
て
も
ら
う
と
話

し
た
と
こ
ろ
、
ど
っ
ち
が
先
に
着
く

か
宮
島
で
会
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
の
日
の
夜
中
に
は
宮
島
へ
戻
っ

た
堂
守
り
。
三
日
後
に
着
い
た
呉
服

屋
は
「
こ
れ
は
参
っ
た
」
と
言
っ
た

そ
う
だ
。

　

豆
腐
食
べ
た
さ
に
堂
守
り
を
京
都

ま
で
連
れ
て
行
っ
た
天
狗
の
愛
嬌
や
、

す
ぐ
に
帰
ら
ず
京
都
見
物
ま
で
さ
せ

る
優
し
さ
な
ど
、
天
狗
に
対
す
る

人
々
の
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

舩
附
さ
ん
は
、「
宮
島
の
人
々
に

と
っ
て
天
狗
は
『
怖
い
も
の
』
で
は

な
く
、
人
々
を
守
っ
て
く
れ
る
『
大

事
な
存
在
』。
今
も
暮
ら
し
の
中
で

生
き
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　弥山頂上近くにある三鬼堂（三鬼権現
堂）は、日本で唯一「鬼」を主神として
 祀 っています。福徳、智恵、降伏の徳を
まつ

備えた三鬼神は強大な神通力で民衆を救
うとされ、商売繁盛、家内安全の神様で
もあります。そして、弥山の守護神であ
る三鬼神の使いが、強い神通力を持つと
いわれている烏天狗です。
　弘法大師も修行したとされる弥山は、
数多くの伝説を今に残しています。そう
いった伝説やお話は、先人から受け継い
だ地域の大事な財産です。大切に伝え続
けていきたいと思います。

大聖院にしぞの・こうだい
西園　航大さん

天狗が浮かぶ岩
弥山の不消霊火堂（きえずのれいかどう）は、平成
１７年５月に火事で焼失した。そのとき、建物の裏に
ある巨石に天狗の顔のような姿が浮き出た。写真は
火事直後で、霊火堂再建前。天狗は横向きで左下を
にらんでいるように見える。現在は、顔の形はうっ
すらとしている。



奇跡のバランス
　

県
道　

号
沿
い
に
存
在
す
る
そ
の

３０

岩
は
、
数
々
の
伝
説
を
残
し
、
平
成

　

年
の
芸
予
地
震
で
も
落
ち
る
こ
と

１３は
な
か
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

か
ら
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
ま
た
、

「
落
ち
な
い
」
と
受
験
生
に
ご
利
益

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
乳
飲
み
児
を 
背  
負 
っ
て
出

せ 

お

雲
か
ら
厳
島
ま
で
旅
し
た
と
言
わ
れ

る 
市
岐
島
姫
命 
（
市
杵
島
姫
命
）
が

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

こ
の
岩
で
休
み
、
子
ど
も
を
背
負
っ

て
い
た
帯
を
こ
の
岩
に
掛
け
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
岩
を
「
帯

掛
け
岩
」
と
も
い
い
、
そ
の
前
に
あ

る 
祠 
を
「 
帯  
掛  
明
神 
」
と
い
う
。

ほ
こ
ら 

お
び 
か
け 
み
ょ
う
じ
ん

　

そ
の
岩
の
真
下
で
、
自
動
車
板
金

業
を
営
む
古
川
修
さ
ん
は
、「
重
な
り

岩
は
転
が
っ
て
今
の
場
所
に
乗
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
土
が

流
さ
れ
て
重
な
っ
た
岩
の
姿
が
見
え

た
の
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　
こ
の
岩
へ
続
く
階
段
に
は
、
津
田
・

四
和
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
の
会
に

よ
っ
て
、
こ
の
夏
、
手
す
り
が
付
け

ら
れ
た
。
ま
た
、「
今
後
岩
の
裏
に

も
回
れ
る
よ
う
に
道
を
整
備
し
た

い
」
と
古
川
さ
ん
。

　
「
こ
の
岩
や
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝

説
は
、
地
元
の
人
の
誇
り
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

 重 なり 岩 
かさ 
いわ

むかしむかし、この地方に大地震があり、

重なっていた大岩が、

大音響とともに下の道にころがり落ちた。

落ちた岩が道をふさいだので、

人を集めて取り除こうということになった。

翌日、何十人もの人が集まってみると、

岩は元通りになっていた―。

重なり岩
わずか約１㎡の面積で接している上下の岩の大きさは、
縦横高さともに約３ｍ。「岩倉」という地名にもある
ように、この辺りには大きな岩がたくさんある。

そして、ときは江戸時代。

参勤交代のために通りかかった

津和野の殿様が、この岩を見て、

「この岩は危険だから取り除くように」

と家来に命じた。
家来は、すぐに上から岩を落としたが、

翌朝来てみると、
再び元の所に戻っていたという―。 ふるかわ・おさむ　　古川  修さん（津田）

4広報はつかいち2013.10.1

吉和に伝わる伝説
　

吉
和
に
伝
わ
る
伝
説
や
民
話
は
数

多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

昭
和　

年
に
完
成
し
た
「 
吉
和 

よ
し
わ

６０

 
村
誌 
」
に
も
記
さ
れ
、
当
時
の
全
世

そ
ん
し

帯
に
配
ら
れ
た
。

　

当
時　

～　

歳
の
約　

人
に
聞
い

８０

９０

７０

た
話
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
村
誌
。

同
じ
話
で
も
語
り
手
が
違
え
ば
、
雰

囲
気
も
違
う
。
当
時
、
教
育
委
員
会

に
勤
務
し
、
村
誌
の
制
作
に
携
わ
っ

た
栗
栖
知
代
子
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
○
○
じ
ゃ
け
え
、
○
○
で
す
げ

な
い
。
と
い
っ
た
よ
う
に
、
お
聞
き

し
た
話
を
一
切
脚
色
せ
ず
、
そ
の
ま

ま
掲
載
し
ま
し
た
。
吉
和
の
言
葉
が

強
く
、
読
み
づ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
こ
に
は
吉
和
で
の
暮
ら
し

そ
の
も
の
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
が

多
い
の
も
特
徴
だ
と
の
こ
と
。
娯
楽

の
少
な
い
時
代
、
面
白
い
話
は
最
高

の
娯
楽
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
昔
は
話
し
上
手
の
方
が
多
か
っ

た
で
す
ね
。
想
像
の
お
話
で
も
、
い

か
に
面
白
く
話
せ
る
か
が
カ
ギ
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
」。

　

そ
し
て
、
文
字
と
し
て
残
し
て
い

く
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
話
す
栗

栖
さ
ん
。

　
「
過
去
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
時
間
を
、

後
世
に
伝
え
残
す
こ
と
は
大
事
な
意

味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

 鬼 の 爪  石 
おに 
つめ いし

むかしむかし、あるところに一匹の鬼がいました。

あるとき、鬼は遠足に行くことにしました。

どこへ行こうか迷った末に、

 女  鹿  平  山 に登ってみることにしました。

め が ひら やま
鬼は朝早く起きて、

お弁当に大きなおむすびを作って持って行きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　女鹿平山に登るのは大変険しい山道で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　昼頃やっとのことで頂上にたどり着きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　着いたときにはもうおなかペコペコ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　持ってきたおむすびの包みを

　　　　　　　　　　　　　　　　　早速広げて頬張りました。

すると、一つのおむすびの中に

石が入っていました。

鬼は手を口の中に入れ、

その石を取り出し、

手と足を使って東の方へ投げました。

その石は爪石と名付けられ、

永く語り継がれてきました。

「この鬼は女鹿平山に腰を掛け、その足が冠山に届い
たというお話もあります。鬼の体は一体何灼あった
のでしょうね」。と栗栖さんは笑って話す。向かって
右が女鹿平山、左が冠山。鬼が投げたとされる石は、
石原まで届いたという。

資料提供／㈱鯉城協同

広報はつかいち5 2013.10.1

くりす・ちよこ　　　　　栗栖　知代子さん（吉和）
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各地に残る化け猫退治の昔話

　

勘
兵
衛
の
化
け
猫
退
治
の
話
は
、

大
野
地
域
で
は
中
山
の
昔
話
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
話
は
全
国
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
伝

え
ら
れ
て
も
い
る
。

　

吉
和
地
域
に
伝
わ
る
話
で
は
、
一

貫
に
も
な
る
大
猫
が
化
け
る
と
い
う

話
が
残
っ
て
い
る
。
猟
師
は
鉄
砲
を

持
ち
、
家
で
玉
を
焼
い
て
作
る
と
こ

ろ
を
猫
が
見
て
い
る
。
猟
師
が
山
で

大
き
な
目
玉
に
出
会
い
、
鉄
砲
を
打

つ
が
カ
チ
ン
と
は
じ
か
れ
る
。
全
弾

撃
ち
つ
く
す
が
、
す
べ
て
カ
チ
ン
と

は
じ
か
れ
、
つ
い
に
隠
し
玉
で
大
き

な
目
玉
は
倒
れ
た
。
次
の
日
そ
の
場

所
へ
行
っ
て
み
る
と
飼
っ
て
い
る
猫

が
死
ん
で
お
り
、
そ
の
横
に
は 
鉄  
瓶 

て
つ 
び
ん

の
ふ
た
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
猟
師
は

隠
し
玉
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
だ
。

　

弓
と
鉄
砲
が
違
う
だ
け
で
、
大
野

地
域
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
話
と
同

じ
内
容
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
話
は
、
旅
人
や
商
人
が
、

旅
の
宿
で
泊
ま
っ
た
と
き
や
仕
事
の

合
間
な
ど
に
、
互
い
の
古
里
の
話
を

し
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
広
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
同
じ
話
が
違
う
地
方

の
話
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
り
す

る
場
合
も
あ
る
。
遠
く
離
れ
た
場
所

な
の
に
、
同
じ
よ
う
な
昔
話
が
残
っ

て
い
る
の
は
こ
の
せ
い
だ
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
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 勘  兵  衛 の化け猫退治

かん べ え
それは、むかしむかしのお話―。

大野の中山というところに、中村勘兵衛という弓の名人がおりました。

中村勘兵衛は、大野の 門山 城主（今の城山） 大野  弾正 と親交があり、

かどやま 

おおの だんじょう

いつも中山から城へ矢文を射て、音信を通じるほどの相当の腕の持ち主だったようです。

ある日、勘兵衛は猟から帰ると、その日使った矢を庭先で乾かしていました。

すると、赤猫がどこからともなくやってきて、しきりにその矢を数え始めました。

勘兵衛は不思議なことをするものだと思って見ていました。

　　　　　　　　　　　　　次の日、勘兵衛が猟から帰ってくると、

　　　　　　　　　　　　　向いの更地の山に目の光る化け物のような

　　　　　　　　　　　　　不思議な生き物がいるのが見えました。

　　　　　　　　　　　　　とっさに弓を構えた勘兵衛は、狙いを定めて射ました。

　　　　　　　　　　　　　ところが、確かに手応えがあったのに、

　　　　　　　　　　　　　光る目は消えるどころか弱まりもしません。

　　　　　　　　　　　　　次の矢も、次の矢も同じでした。

そして、とうとう　本の矢をすべて射つくしてしまいました。

１２

そこで、いつもは使わない「隠し矢」を１本取り出して射たところ、

ついにその光は消えました。

勘兵衛が更地の山に行ってみると、

前の日の赤猫がその片方の目に矢を射られて死んでおり、

その横には　枚のやかんのふたが落ちていました。

１２
猫は、　本の矢をそれで防いでいましたが、　本目の隠し矢のことは知らなかったのでしょう。

１２

１３

資料提供／㈱鯉城協同
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地域へのまなざし
　

地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
、
地
域

へ
の
理
解
を
深
め
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

学
校
づ
く
り
支
援
事
業
」
が
市
内
の

小
規
模
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
小
規
模
校
同
士
の
交
流

を
通
じ
て
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い

同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
や
、
地
域
の
人
や
伝

統
文
化
と
ふ
れ
あ
い
、
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
む
と
い
う
も
の
だ
。

　

ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

や
、
交
流
相
手
校
の
あ
る
地
域
に
誇

り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の

も
こ
の
事
業
の
特
徴
。
現
在
、
原
小

学
校
と
玖
島
小
学
校
、
金
剛
寺
小
学

校
と
浅
原
小
学
校
、
吉
和
小
学
校
と

宮
島
小
学
校
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
地
域
の
支
援
者

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
民

泊
や
地
域
行
事
の
体
験
な
ど
地
域
の

方
の
支
え
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
。

　

９
月
５
日
・
６
日
に
浅
原
で
行
わ

れ
た
、
浅
原
小
学
校
（ 
新
見  
忠
昭 
校

に
い
み 

た
だ
あ
き

長
）
と
金
剛
寺
小
学
校
（ 
市
川  
洋 
校

い
ち
か
わ 
ひ
ろ
し

長
）
の
同
事
業
。
浅
原
小
３
・
４
年

生
４
人
と
、
金
剛
寺
小
４
年
生　

人
19

が
、
地
元
の
方
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

伝え残すということ

　

浅
原
で
「
そ
う
か
さ
ん
・
そ
う
か

さ
あ
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
き

た 
上
田  
宗
箇 
ゆ
か
り
の
「 
岩
船 
の 
水 
」

う
え
だ 

そ
う
こ 

い
わ
ふ
ね 

み
ず

付
近
で
は
、
地
元
浅
原
在
住
で
郷
土

歴
史
研
究
家
の 
八  
木  
康 
さ
ん
が
児
童

や 

ぎ 
や
す
し

に
解
説
し
た
。

　
「
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
お
話
は
、

そ
の
地
域
の
誇
り
で
す
。
私
た
ち
に

は
、
地
元
に
残
さ
れ
た
話
を
次
代
に

伝
え
残
す
義
務
が
あ
り
ま
す
」
と
、

八
木
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　

金
剛
寺
小
４
年
の 
中
小
城  
太
一 
く

な
か
こ
じ
ょ
う 

た
い
ち

ん
は
、「
そ
う
か
さ
ん
の
こ
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
の
人
が
い
ろ
ん
な

事
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

1

2
3

写真_2　「岩船の水」に触れる児童。茶人であ
り、 武人でもあった上田宗箇が浅原に隠せいし
た際、 茶を点てるのに使用した銘水。今も変わ
らず清らかな水が枯れることなく湧き出てい
る。 写真_3　真剣なまなざしで八木さんの話
を聞く児童。

写真_1　上田宗箇ゆかりの地「岩船の水」や、
「お手形の池」で、児童に話をする八木康さん。
実際にその場所を訪れることで、児童の興味も
増す。児童から八木さんへ質問も多く出された。

第２章伝承のチカラ―
地域の昔話に目を向けてみよう―

そこには、先人が生きてきた証しがある。

チャレンジ学校づくり支援事業では、

地域の教育力を生かし、地域への理解を深める学習を展開。

地域に残された話は、

現代に生きる私たちに、たくさんのことを教えてくれる―。

語り継ぐ―特  集 第２章 伝承のチカラ―



民話を電子紙芝居に

　

一
昔
前
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
て
聞
か
せ
て
く

れ
た
民
話
や
昔
話
。
し
か
し
、
今
は

核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
で
、
伝
承

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
電
子
紙
芝
居

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
し
て
残
し
、
新
た
な

伝
承
の
形
に
挑
戦
し
た
地
区
が
あ
る
。

平
良
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん

だ
。
題
材
は
、
平
良
・ 
八  
ヶ  
迫 
地
区

は
ち 
が 
さ
こ

に
伝
わ
る
「
お
菊
地
蔵
」
と
い
う
昔

話
。

　

作
成
に
当
た
り
、
当
初
か
ら
目
的

が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
地
域
に

伝
わ
る
昔
話
を
広
く
伝
え
残
す
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
同
じ
残
す
の
な
ら
、

地
域
の
人
の
手
で
残
す
こ
と
。

　

昨
年
５
月
に
完
成
し
た
約
８
分
の

電
子
紙
芝
居
。
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

ス
タ
ッ
フ
を
公
募
。
住
民
９
人
が
参

加
し
、
約
１
年
を
か
け
て
完
成
し
た
。

　
「
地
域
に
と
っ
て
、
大
事
な
昔
話
。

こ
う
し
て
今
の
時
代
に
合
っ
た
形
で

後
世
に
残
せ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
当
時
同

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
副
会
長
と
し
て
制
作

に
携
わ
っ
た
三
宅
英
俊
さ
ん
。

　

基
に
な
っ
た
の
は
、　

年
以
上
前

３０

に
作
ら
れ
た
紙
芝
居
。
一
度
に
伝
え

る
人
数
に
限
界
が
あ
る
、
話
し
手
が

必
要
な
ど
、
課
題
が
多
か
っ
た
も
の

を
現
代
版
に
リ
メ
イ
ク
し
た
。

　　　　　　お 菊  地蔵 きく じぞう

　　　　　　　　　　　むかしむかし、この辺りが 種箆郷 と呼ばれていた頃のお話。

へらのごう

　　　　　　　　　　　お菊という明るく誰にも優しい女の子が住んでいました。

　　　　　　　　　　　ある日のこと、お菊はおっかさんと極楽寺へ草刈りに行きました。

　　　　　　　　　　　すると、草むらの中に、生後間もない猿の赤子２匹を見つけました。

　　　　　　　　　　　お菊は、母猿とはぐれたその赤子の猿を家に連れて帰りました。

　　　　　　　　　　　しかし、お菊の面倒のかいなく、その猿の赤子はすぐに死に、

　　　　　　　　　　　極楽寺の 麓 に死んだ猿の子を埋めました。

ふもと

　　　　　　　　　　　それからというもの、里では猿の被害が続くようになりました。

　　　　　　　　　　　お菊も追いかけられたり、引っかかれたりしました。

　　　　　　　　　　　それから何年かが経ち、お菊も大きくなった頃、

　　　　　　　　　　　一人で極楽寺に 薪 を取りに行きました。

まき

　　　　　　　　　　　しかし、その日に限り、薪が集まらず、空は真っ黒。

　　　　　　　　　　　おまけに激しい雨まで降りだしました。

　　　　　　　　　　　泣きそうになったお菊の前に、 山伏 が現れました。

やまぶし

　　　　　　　　　　　「これから山は大雨になる。早く山を降りなさい」

8広報はつかいち2013.10.1

伝承の進化―
伝え残すということ―

江戸時代の前までは、後世に伝え残す方法として、

言葉しかなく、 口  伝 で伝え残してきた。

く でん

江戸時代になると、そこに文字や絵が加わった―。

そして現代、伝え残す方法を模索した平良地区コミュニティ。

その取り組みを紹介する。

　

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
入
れ
、

映
像
で
楽
し
め
、
大
人
数
で
も
、
ま

た
同
時
に
複
数
の
場
所
で
も
可
能
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

と
、
起
承
転
結
を
明
確
に
す
る
な
ど
、

シ
ナ
リ
オ
に
も
手
を
加
え
た
。

　
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
く
の
に
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
三
宅
さ
ん
。

登
場
人
物
な
ど
を
描
く
専
用
の
ソ
フ

ト
の
操
作
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
思
う

よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
話
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

動
き
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
専

用
の
ソ
フ
ト
を
使
用
。
背
景
の
前
で

ア
ニ
メ
の
よ
う
に
動
か
す
た
め
に
は
、

技
術
の
習
得
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ

を
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ま
た
、
背
景
画
は

平
良
美
術
ク
ラ
ブ
が
担
当
し
た
。

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
電
子
紙
芝
居

は
、
昨
年
５
月
、
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
で
初
披
露
。
市
内
の
図
書
館
や

近
隣
の
学
校
な
ど
に
配
ら
れ
た
。
ま

た
、
平
良
市
民
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
る
。

　

絵
や
写
真
な
ど
約
１
０
０
枚
の
映

像
で
つ
づ
ら
れ
た
電
子
紙
芝
居
。
次

世
代
へ
、
ま
た
地
域
内
外
へ
広
く
伝

承
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

民
話
を
電
子
紙
芝
居
に
し
た
取
組
の
様

子
は
廿
日
市
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、「
マ
ン
ス
リ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「でも、薪が集まらないの…」

「薪は明日、わしが麓まで持って行ってやる。早く行け」

お菊はずぶぬれになりながら家に帰った。

次の日、猿の赤子を埋めたところに、 背負子 と薪が置いてありました。

しょいこ

それからしばらくお菊は考えました。

「あのおじいさんは誰？　なぜ、あの場所に？」毎日毎日考えました。

「あのおじいさんは山の神様かも知れん。猿の赤子が死んだあと、

猿が悪さをしたのは、猿の子を連れて帰った仕返しかも。

わたしは、猿の赤子が鳥や獣に食べられてはと思ったが、

猿の親は、子どもを取られたと思ったのだろう。

山の神様は私に知らせ、猿の子を 弔 うように伝えたかったのかも」

とむら

　　　　　　　　　　　　どうしたら猿の子を弔うことができるのか考えたお菊。

　　　　　　　　　　　　極楽寺から大きな石を拾い、地蔵を掘ることを思いつきました。

　　　　　　　　　　　　何日も何日も掛かってできた地蔵を背負子のあったところに 祀 り、まつ

　　　　　　　　　　　　松の木を植え、毎日拝みました。

　　　　　　　　　　　　すると猿の害がぴたりとなくなり、

　　　　　　　　　　　　みんなが病気もせず、幸せに暮らせるようになりました。

　　　　　　　　　　　　その後、お菊は母になり、おばあさんになりましたが、

　　　　　　　　　　　　地蔵に参り続けました。

そして、亡くなる前、家の者を前にしてその話を聞かせました。

「みんなが幸せに暮らせるのは、お地蔵さんのおかげ、

これからも大事にしてほしい」と伝え、息を引き取りました。

お菊の家族は言いつけどおり地蔵を守り、

地域の守り神として大事にしてきました。

そして今でも、 八  ヶ  迫 地区では４月の第２日曜日に、

はち が さこ

お地蔵さんの供養を行っています―。

　慣れないパソコンの操作に、相
当の苦労はありましたが、地域に
住んでいる者が、汗を流しながら
その手で作ったところに意味があ
ると思っています。
　昔話を知り、語れる人がどんど
ん少なくなっています。聞くこと

ができるうちに残しておく必要が
あると思っています。
　地域に残る昔話は、地域の財産
です。平良には、まだまだほかに
も多くの昔話が残っています。「お
菊地蔵」をきっかけに、次の作品
も制作していければいいですね。

みやけ・ひでとし　　
三宅　英俊さん

（平良）

現在も平良一丁目にある「お菊
地蔵」。現在も毎年地元で供養の
お祭りを開催している。

語り継ぐ―特  集 第２章 伝承のチカラ―



聞
く
力
を
育
て
る
た
め
に

問
合
せ　

は
つ
か
い
ち
市
民

　
　
　

図
書
館緯欝
０
３
３
３

　

読
書
力
は
「
文
字
を
読
む

力
」
で
は
な
く
、「
言
葉
を
聞

く
力
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、
想
像
力
を
養
い
、
子
ど
も

と
読
書
と
を
結
び
つ
け
る
活
動

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
言
葉
を
聞
く
力
」
を
育
て

る
た
め
に
、
は
つ
か
い
ち
市
民

図
書
館
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の

お
は
な
し
会

　

奇
数
月
の
第
３
土
曜
日
に

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
お

は
な
し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

語
り
手
の
声
に
包
ま
れ
た
物
語

の
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
昔
話
の
出
前
派
遣
事
業

　

昔
話
の
楽
し
さ
や
魅
力
に
気

付
き
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
は
つ
か
い
ち
市
民
図
書

館
で
は
、
市
内
の
希
望
す
る
小

学
校
に
語
り
手
を
派
遣
し
、
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

10広報はつかいち2013.10.1

　
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」
と
は
、

「
昔
話
や
、
創
作
の
物
語
を
覚
え
て

語
っ
て
聞
か
せ
る
こ
と
」
で
、 
素
話 
、

す
ば
な
し

語
り
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち

は
「
お 
話 
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

は
な
し

　

絵
本
を
使
っ
た
お
は
な
し
会
と
は

違
っ
て
、
聞
き
手
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

テ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
語
り
手
が
語
る

お
話
の
世
界
を
、
頭
の
中
で
思
い
描

い
て
楽
し
む
の
が
そ
の
魅
力
で
す
。

　

集
中
し
て
聞
く
環
境
を
整
え
る
の

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
聞
き
手
の
目

線
が
高
す
ぎ
て
も
低
す
ぎ
て
も
だ
め
。

適
当
な
位
置
に
な
る
よ
う
、
場
合
に

よ
っ
て
は
椅
子
に
座
っ
て
話
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
視
線
を
集

中
さ
せ
る
た
め
に
、
部
屋
を
暗
く
し
、

ろ
う
そ
く
の
明
か
り
を 
灯 
し
ま
す
。

と
も

し
ー
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
部
屋
に

マ
ッ
チ
の
火
が
着
く
と
聞
き
手
は

グ
ッ
と
集
中
し
ま
す
。「
場
」を
大
事

に
す
る
の
は
落
語
な
ど
と
一
緒
で
す
。

　

実
は
お
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
集
中
力
が
必
要
な
こ
と
な
ん

で
す
。
持
て
る
力
を
す
べ
て
使
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
像
力
を
働
か
せ
て
頭

の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
同
じ
語
り
手
の
話
を
聞

い
て
も
聞
き
手
の

数
だ
け
イ
メ
ー
ジ

が
違
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
話

の
中
で
「
が
っ
か

り
す
る
」
と
い
う

物語の世界へ、ようこそ―
場
面
を
語
る
場
合
、
聞
き
手
が
経
験

し
た
「
が
っ
か
り
す
る
」
と
い
う
場

面
に
、
語
り
手
の
語
る
力
が
加
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
に
よ
り
一

層
リ
ア
ル
な
場
面
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
語
り
手
は
聞
き
手
の
顔
を

見
な
が
ら
話
し
ま
す
。
話
し
な
が
ら
、

ど
れ
だ
け
集
中
し
て
い
る
か
が
手
に

取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。
息
を
す

る
の
も
苦
し
い
ほ
ど
、
話
の
中
に

入
っ
て
き
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く

る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

語
り
手
と
、
聞
き
手
が
一
つ
に
な
っ

た
と
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
は

成
功
し
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
い
っ
た
空
間
は
、
語
り
手
だ
け

で
作
り
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
話
が
あ
っ
て
、
語
り
手
が
い
て
、

聞
き
手
が
い
る
。
そ
こ
に
心
と
心
の

触
れ
合
い
が
で
き
た
と
き
、
す
ば
ら

し
い
瞬
間
が
訪
れ
る
の
で
す
。
言
葉

を
共
有
し
、
喜
び
を
共
に
す
る
体
験

は
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
瞬
間
を
経
験
し
て
し
ま

う
と
、
こ
の
世
界
か
ら
離
れ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昔
話
に
は
、
人
間
の
欲
望
や
、
好

奇
心
、
行
動
力
な
ど
「
人
間
と
は
こ

ん
な
も
の
だ
」
と
思
わ
せ
る
も
の
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
悪
い
こ
と
を
す

れ
ば
自
分
に
返
っ
て
き
た
り
、
生
き

て
い
く
上
で
の
教
訓
な
ど
、「
民
族

の
知
恵
」
の
結
晶
だ
と
言
え
ま
す
。

「物語を覚えて、語って聞かせる」ストーリーテリング。

読み聞かせと異なり、

その物語をいったん「語り手」の中に入れ、

子どもたちの目を見ながら語る。

そこは、ろうそくのあたたかい光と、

語り手の声につつまれた、物語の世界―。
２６年前にストーリーテリングと出会い、
その魅力に心を奪われたという吉田さん。
図書館で行う「ストーリーテリング」
や、「昔話の出前派遣事業」などで活躍
されている。そんな吉田さんに、ストー
リーテリングの魅力を聞いた。

ストーリーテラーよしだ・ふみえ　　　吉田　史枝さん（地御前北）

取材を終えて―
　

昔
か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
る
話

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
る
。

旅
の
途
中
で
聞
い
た
話
が
広
ま
っ

た
も
の
。
そ
の
土
地
の
生
活
習
慣

や
風
習
、
出
来
事
を
昔
話
と
し
て

残
し
た
も
の
。
し
つ
け
や
、
危
険

回
避
の
教
訓
な
ど
、
そ
の
理
由
は

多
岐
に
わ
た
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
当
時
の
生

活
文
化
を
知
る
上
で
は
大
変
貴
重

な
も
の
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
人
々

が
生
き
て
き
た
中
に
生
ま
れ
た
物

語
。
か
つ
て
、
ビ
デ
オ
や
写
真
が

な
か
っ
た
時
代
に
生
き
た
先
人
た

ち
は
、
言
葉
に
託
し
て
自
分
が
見

て
き
た
も
の
や
、
聞
い
た
こ
と
を

伝
え
よ
う
と
し
た
。

　

今
、
こ
の
ま
ち
に
残
る
そ
う
い
っ

た
お
話
は
、
こ
の
ま
ち
の
財
産
と

も
い
え
る
。
今
に
生
き
て
い
る
私

た
ち
は
、
そ
の
財
産
を
未
来
に
つ

な
ぐ
努
力
が
必
要
だ
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
、

こ
の
ま
ち
の
魅
力
で
も
あ
る
。
そ

の
魅
力
を
外
へ
向
け
て
発
信
で
き

れ
ば
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
は
も
っ

と
も
っ
と
明
る
い
も
の
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

―
特
集　

語
り
継
ぐ
―　

終
わ
り
―

　平成の語り部として、このまちの魅
力を発信し続けている人たちがいる。
観光ガイドの皆さんだ。各地域にあり、
このまちを訪れた人にディープな知識
を提供している。
　会社を退職してからガイドに興味を
持ったという原英敏さんは、１６年前に
廿日市市に引っ越した。現在、宮島観
光登録ガイドと、廿日市市観光ボラン
ティアガイド「わかば」の二つに登録
し、日々このまちの魅力を発信し続け
ている。
　「廿日市市は、海や山の自然もあり、
すばらしい歴史のあるまちです。永住を
決めたこのまちのことを詳しく知りたいと
思ったのがきっかけです」と話す。
　気を付けているのは、自分の足で確
認することと、「おもてなしの心」だそ
うで、訪れた人が住んでいる場所のこ
とを事前に調べ、関連付けて説明する

わがまちの
魅力発信へ―

という。
　「ただ説明をするよりも、自分の地域
のことと関連付ければ、話が印象に残
りやすいですね。また、相手が何を求
めているかを知り、相手のペースに合
わせることを大切にしています」。
　ガイドを受けた方からお礼の手紙を
いただくこともあるといい、「また来て
くださいね」と、返信は欠かさないと
原さん。
　「『ありがとう』の一言が、私たちに
とって何よりのご褒美ですね。そして、
一期一会の出会いに私たちが感動する
ことも多いです」。
　「いかに満足していただけるか。それ
がリピーターにつながります」と、原
さんは強調する。
　「旅行から帰った人が周りの人に『楽
しかった』と伝えれば、新しくこのま
ちを訪れていただけるチャンスはもっ

と広がります」。
　９月１１日に修学旅行で宮島を訪れ、
原さんのガイドを受けた、島根県松江
市立 法吉 小学校６年生の 田窪  成将 くん

ほっき たくぼ なるまさ

は、「質問を何度も受けてくれたので、
分かりやすかったです。将来、自分の
家族を連れてまた来てみたいです」と
話してくれた。

このまちに残されている

歴史や文化はもちろん、

昔話や伝説もすべてこのまちの魅力であり、財産。

それを「おもてなしの心」で

発信することで、
このまちの明るい未来へと続いていく―

宮島観光登録ガイド・廿日市市観光ボランティアガイドわかばはら・ひでとし　　　原　英敏さん（宮園）
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修学旅行で宮島を訪れた島根県松江市立法吉小学校６年生
の皆さんを案内する原英敏さん。島根県の世界遺産「石見
銀山」などと関連付けて説明をする場面も。

語り継ぐ―特  集 最終章 わがまちの魅力発信へ―



　
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

　

投
票
の
日
時
・
場
所
な
ど
を
記
載

し
た
は
が
き
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。
記
載
事
項
を
確
か

め
、
投
票
す
る
と
き
に
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
が
な
い
場
合
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
に
つ
い

て
は
、　

月
１
日
号
広
報
は
つ
か
い

１１

ち
に
掲
載
予
定
で
す
。
ま
た
、
選
挙

の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
に
も
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。

　

目
が
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票
が
、

手
が
不
自
由
で
あ
る
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
字
が
書
け
な
い
人
は
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
職
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇指定病院などでの不在者投票

　

一
定
規
模
以
上
で
、
不
在
者
投
票

年齢など　
平
成
５
年　

月　

日
以

１１

１１

　

前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
を
有
す

　

る
人

住　所　
平
成　

年
７
月　

日
以
前

２５

２３

　

に
本
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、

　

引
き
続
き
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※
市
内
か
ら
県
内
の
他
の
市
区
町
へ

　

の
住
所
移
転
は
１
回
に
限
り
、
本

　

市
の
元
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投

　

票
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
い
ず

　

れ
か
の
市
区
町
の
市
民
課
（
住
民

　

課
な
ど
）
が
発
行
す
る
「
引
き
続

　

き
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
証
明 

　

書
」ま
た
は
、
住
民
票
の
写
し（
コ

　

ピ
ー
不
可
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
７
月　

日
以
降
に
、
県
内
の
他
の

２４

　

市
区
町
か
ら
本
市
に
転
入
の
届
け

　

出
を
し
た
人
で
、
転
入
前
の
市
区

　

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

　

い
る
人
は
、
原
則
、
前
住
所
地
で

　

の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
転
入

　

前
の
市
区
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

な
お
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
と

き
は
、
い
ず
れ
か
の
市
区
町
の
市
民

課
（
住
民
課
な
ど
）
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
こ
と
の

証
明
書
」
ま
た
は
、
住
民
票
の
写
し

（
コ
ピ
ー
不
可
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
７
月　

日
以
降
に
県
外
か
ら
転
入

２４

　

し
た
人
お
よ
び
投
票
日
ま
で
に
県
外
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　　問合せ　　廿日市市選挙管理委員会事務局　　　　　　　　　　　　　緯運９１０１　　佐伯支所（選挙担当）　緯演１１１１　　吉和支所（選挙担当）　緯猿２１１２　　大野支所（選挙担当）　緯運２００５　　宮島支所（選挙担当）　緯瑛２０００
　月　日掌は、１１１０広島県知事選挙

　　　　の投票日です

選挙のお知らせはがき

を送ります

選挙権がある人
投票日・投票時間

点字投票や代理投票
不在者投票

　期日前投票を利用してください　投票日に用事や仕事、旅行、病気などで投票に行けない人は、事前に期日前投票ができます。期日前投票の際には、「期日前投票宣誓書」に所定の事項を記入することが必要です。あらかじめ、選挙のお知らせはがきの裏面に掲載している「期日前投票宣誓書」に必要事項を記入しておくと、投票の受け付けが早く済みます。期日前投票される際は活用してください。※今回の選挙から、期日前投票所によって投票期間が異なりますので、注意し　てください期日前投票所　●廿日市市役所７階会議室
　　期　間　１０月２５日晶～１１月９日松　●佐伯支所・吉和支所・大野支所・宮島支所
　　期　間　１１月２日松～１１月９日松　※各投票所とも投票時間は８時３０分～２０時　※土曜日、日曜日および祝日も投票できます

  期日前投票宣誓書私は、平成２５年１１月１０日執行の広島県知事選挙の当日、次の理由に該当する見込みですので、期日前投票をしたく、以下の記載が真実であることを誓います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年○○月○○日
該当する□に　　を記入してください。□仕事、学業、冠婚葬祭などに従事□上記以外の用事又は事故のため、他の市区町村又は投票区域外に外出、旅行、滞在□病気、負傷、出産、身体障害などのため歩行困難□住所移転のため、他の市区町村に居住　

廿日市 太郎氏　名
明・大・昭・平  25  年  11  月 10  日　  生年月日

※表面に記載の住所と同じ場合は記入不要住　所

記載例（はがきの裏面）

※「期日前投票宣誓書」には、氏名・生年月日などを記入するほか、はがきに書いてある４つの　理由の中から一つを選んでいただくだけで結構です
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が
で
き
る
指
定
を
受
け
た
病
院
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
の

職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇滞在先での不在者投票

　

出
張
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中
で
、

投
票
日
ま
で
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
を
廿
日
市
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
請
求
す
る
と
、
滞
在
先
に

投
票
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

日
数
が
か
か
る
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇郵便などによる自宅での

　不在者投票
　

法
で
定
め
る
重
度
の
障
が
い
な
ど

が
あ
る
人
で
、
郵
便
等
投
票
証
明
書

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
れ
ば
、

郵
便
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き

ま
す
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
期
限　

　
　

月
６
日昌１１※

投
票
用
紙
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必
要
で

　

す
。「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
申

　

請
は
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

　

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

策
財

※期日前投票所よって投　票期間が異なります
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高
齢
者
の
住
み
よ
い
社
会
に

　
「
家
族
は
食
堂
で
楽
し
そ
う
に
食
事
を
し
て
い
る
。
私
は
自

分
の
部
屋
で
一
人
寂
し
く
食
事
を
す
る
。
私
は
家
族
か
ら
無

視
を
さ
れ
、
私
に
は
何
も
相
談
し
て
く
れ
な
い
。
あ
ん
な
に

子
育
て
や
家
事
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
私
の
人
生
は
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
人
寂
し
く
考
え
る
。
私
の
年
金
は
息

子
に
管
理
さ
れ
、
私
の
自
由
に
使
え
る
お
金
は
無
い
」。

　

こ
れ
は
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
全
国
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
の
「
シ
ニ
ア
の
悩
み
１
１
０
番
」
※
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
で
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
寂
し
い
訴
え
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
は

い
ま
せ
ん
か
。

高齢者虐待をご存じですか

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
暴
力
的
な
行
為
「
身
体
虐
待
」
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
暴
言
や
嫌
が
ら
せ
の
「
心
理
的
虐
待
」、
必
要
な
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
受
け
さ
せ
な
い
、
世
話
を
し

な
い
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任
」、
勝
手
に
高
齢
者
の
財

産
を
使
っ
て
し
ま
う
「
経
済
的
虐
待
」
と
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
虐
待
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
敏
感
に
な
る
と

同
時
に
、
い
か
に
し
て
防
ぐ
か
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

安心して暮らせる老後をめざして

　

日
本
社
会
は
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
一

み手つ んをな なぐ がために
問合せ　人権・男女　共同推進課　緯運９１３６

ン
ナ
ー
な
ど

※
花
の
種
、
肥
料
や
風
船
の
配
布

※
「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
」

の
募
金
活
動
の
一
環
と
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
し

ま
す

●地産地消カフェ
　

地
域
で
作
ら
れ
た
旬
な
食
べ
物
を

選
ん
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
か
か

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
輸
送
に
か
か
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
吉
和
産
ル
バ
ー
ブ
を
ジ
ャ
ム
や

ス
イ
ー
ツ
に
加
工
し
た
新
商
品
を
販

売
▼叙
伊
藤
園
新
商
品
の
試
飲

●ビンゴゲーム大会

　

エ
コ
に
ち
な
ん
だ
豪
華
景
品
を

ゲ
ッ
ト
。

用紙配布　
　

時
～
（
先
着
順
）

１２

ビンゴ大会　
　

時
～

１４

●子どもが楽しめる

　遊具コーナー
※
エ
コ
バ
ッ
ク
・
靴
袋
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

はつかいち環境フェスタ実行委員会事務局（環境政策課内）緯運９１４７
　

紙
し
ば
い
や
ダ
ン
ス
、 
烏  
神 
太
鼓

う 
じ
ん

の
演
奏
な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
で
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

●トイレットペーパー交換

　

飲
料
用
紙
パ
ッ
ク　

枚
と
ト
イ

１０

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
ロ
ー
ル
を
交
換
。

一
人
８
ロ
ー
ル
ま
で
。
無
く
な
り
次

第
終
了
。

●アルミ缶とゴミ袋の交換

　

ア
ル
ミ
缶　

個
と　

Ｌ
ゴ
ミ
袋
を

１０

４５

交
換
し
ま
す
。

受　付　
　

時
～
、　

時
～

１０

１３

　

１
０
０
人
限
定
（
１
人
１
回
）

●雑誌のリサイクル市

　

図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
雑
誌

を
無
料
で
配
布
。
一
人　

冊
ま
で
。

１０

●ひろしまおもちゃ病院

受　付　
　

時
～　

時
頃
ま
で

１０

１１

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す
。

部
品
代
実
費
必
要
。
申
込
多
数
の
場

合
は
お
断
り
す
る
場
合
あ
り
。

●表彰式　
　時～１１

　

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
・
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

●参加・体験・展示コーナー

　

▼
環
境
パ
ネ
ル
の
展
示
と
省
エ
ネ

に
関
す
る
説
明
▼ 
珪
藻
土 
の
塗
り
体

け
い
そ
う
ど

験
と
、
泥
だ
ん
ご
作
り
な
ど
▼
家
庭

で
省
エ
ネ
診
断
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
の

貸
し
出
し
▼
御
手
洗
川
水
族
館
▼
疑

似
水
生
生
物
調
査
ほ
か

リサイクルマーケット

　

全　

区
画
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

４３

ケ
ッ
ト
で
す
。
堀
出
し
物
が
見
つ
か

る
か
も
。

●エコレストラン
　

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利
用
し
て
昼
食

を
ど
う
ぞ
。
マ
イ
箸
持
参
で
割
引
が

あ
り
ま
す
。
食
べ
た
後
は
古
紙
な
ど

で
き
れ
い
に
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
、

水
の
節
約
に
ご
協
力
を
。

　

▼
マ
イ
箸
持
参
で
豚
汁　

円
引
き

５０

▼
缶
つ
ぶ
し
機
「
か
ば
ち
ゃ
ん
」
登

場
。
ア
ル
ミ
缶　

個
を
つ
ぶ
し
て
、

１０

か
き
氷　

円
引
き
▼
う
ど
ん
、
ウ
イ

２０

メインアリーナ会場
峰高公園会場

１０月６日掌１０時～１５時　ところサンチェリーおよびその周辺

はつかいち
環境フェスタ２　１３

　～ラムサール条約登録１周年記念イベント～

広報はつかいち15 2013.10.1

この欄は、市民と市職員で構成する「広報人権問題シリーズ編集委員会」が編集しています
人
暮
ら
し
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
介
護
施
設
で
、
穏
や

か
に
仲
良
く
過
ご
す
人
、
元
気
に
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

生
き
が
い
を
見
い
だ
す
人
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
自

立
自
助
を
自
ら
の
意
志
で
希
望
し
、
実
践
す
る
人
な
ど
楽
し

く
充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
る
高
齢
者
も
い
ま
す
。

終わりよければ
　
「
家
族
の
愛
情
に
包
ま
れ
た
幼
少
期
。
友
達
と
楽
し
く
、
遊

び
に
勉
学
に
熱
中
し
た
青
年
期
。
胸
弾
む
人
生
の
伴
侶
と
の

出
会
い
、
子
育
て
や
社
会
生
活
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
壮
年
期
、

そ
し
て
退
職
や
子
ど
も
た
ち
の
自
立
で
迎
え
る
老
年
期
」。

　

こ
の
よ
う
な
人
生
を
送
り
、
締
め
く
く
り
と
な
る
老
後
を

「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」
と
思
え
る
、
社
会
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

廿
日
市
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
、
高
齢
者
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
地
域
で
の
見
守
り
や
手
助
け
だ
け

で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
人
に
代
わ
っ
て
行
政
や
介
護

施
設
な
ど
専
門
機
関
に
相
談
す
る
と
い
っ
た
支
援
が
で
き
る

私
た
ち
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
「
シ
ニ
ア
の
悩
み
１
１
０
番
」
は
、
全
国
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
会
主
催
の
特
設
電
話
相
談
で
、
毎
年
３
月
と
９
月
に
２
日
間
ず
つ
開
設

さ
れ
て
い
ま
す

相談窓口の紹介（秘密厳守）

■
常
設
人
権
相
談
所　

広
島
法
務
局
廿
日
市
支
局緯雲
２
１
６
４

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

　

高
齢
者
虐
待
の
通
告
・
相
談
含
め
て
高
齢
者
の
総
合
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
つ
か
い
ち緯運
９
１
５
８

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
い
き緯演
２
８
２
８

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
の緯詠
０
２
５
１

開設時間　
月
～
金
曜
日　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

吉和
IC

186
186

488

中国自動車道

魅惑の里

クヴェーレ吉和
ウッドワン美術館

潮原温泉

↓至もみのき森林公園

至戸河内

至廿日市

実行委員会本部
（吉和支所／吉和市民センター）
ここでMAPを受け取って
おさんぽスタート！
吉和特産ブースも併設！
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P

パッチワーク／喫茶矢野明子さん自然に囲まれた素敵テラス鋸山桜森本和子さん隠れ家的な森の山小屋距エレファントスイーツ岡直子さんカフェと手作り雑貨のお店許手編み作品展岡真由美さんコースター、コサージュ作り体験も虚 秋明菊の群生潮原温泉白、ピンクの可憐な花が３万本亨和紙工芸／刻字要田昭治さん叩いて作る独創的な和紙アート魚クラシックコンサート佐々木信江さん観客参加型の演奏会禦親子展三浦一之介さん・実一さん吉和の美術講師２代の作品展漁 絵／陶芸／布／木工益本住夫さん・美子さん広兼良子さん　岡田禮子さん侠専立寺能島美緒さん築１２０年総ケヤキの本堂と欄間は圧巻供三浦木工三浦孝治さん豊かな日常のための木工品京眞田わさび／陶芸眞田数登さん７０歳から始めた陶芸の作品享 木の実石井加代子さん新感覚で飾る新しい民具共お餅・お寿司・野菜岡本エミコさん新鮮野菜と吉和に伝わる角寿司競ミントハウス酒井勝彦さん・睦子さんお花溢れるカントリーショップ兇吉和の写真展冨野順一さん吉和のさまざまな景色を撮影僑 パステルアート／点描アート浅井ゆかりさん雰囲気の違う２種類のアートを楽しんで卿山野草の庭和田義枝さんログハウスの庭の散策匡創ろう家吉岡利賀夫さん絵手紙展示とそば打ち体験協ひまわりの絵／トールペイント吉和学園子どもたちの芸術的ひまわり凶 パッチワーク／染物中田千都子さん山林の中にある小さな別荘峡庭の千草岩本節美さんサンドブラストと古民家ジオラマ境別荘地散歩谷口香代子さん１３０ｍの地下水で淹れるコーヒー喬野の花工房平本勝吉さん・直子さんつる細工体験と植物観察叫 天然酵母パン・お菓子縄田美智子さん体にやさしいパンとお菓子恐一木一会長谷川明さんオンリーワンの家具・小物怯クラフト吾木香住田耕さん・圭子さん染め物や木を使った雑貨彊zakka&homecafe TRUNK濱田恵子さん可愛い雑貨と看板犬強 DOG SALON Sunny Garden佐藤麻友さん犬との触れ合いと犬用品販売教手作り布作品／風景河野シズエさん縁側で眺める景色は絶景挟教龍寺兒玉文明さん生け花とミニリース作り恭

吉和おさんぽギャラリー２０１３　問合せ　吉和おさんぽギャラリー　　　　実行委員会緯猿２１１６　マップを片手にまわると出会う、手作りのもの、なつかしい風景、自然と暮らす人々。　秋の吉和の魅力を体験する、「自宅開放型」ギャラリー。　当日は、吉和市民センターでマップを受け取り、各出展会場をまわってください。※駐車場あり。１５時３０分まで受付
と　き　１０月１２日松・１３日掌　　　　１０時～１６時ところ　吉和地域全域

山のおもてなしは、いかが。３１軒が自宅を開放して吉和ライフをご紹介。

赤いＴシャツが出展の目印です



大
型
車
対
応
・

時
間
化
に　

２４

　

宮
島
サ
ー
ビ
スエ
リ
ア
に
設
置
し
て
い
る
宮

島
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
（
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
）
が
、　

月　

日
の　

時
か
ら
、
大

１０

３１

１５

型
車
（
車
長　

ｍ
以
下
）
の
通
行
が
可
能

１２

に
な
り
、
さ
ら
に　

時
間
利
用
が
で
き
る
よ

２４

う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ

　

宮
島
スマ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成　

年
３
月

２０

か
ら
社
会
実
験
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
利
用
車

両
が
増
加
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
平
成　

年
２１

４
月
１
日
か
ら
恒
久
的
な
スマ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と

し
て
本
格
的
に
運
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

運
用
時
間
・
車
種

　

今
ま
で
は
、
運
用
時
間
は
６
時
か
ら　
２２

時
ま
で
、
さ
ら
に
周
辺
道
路
が
狭
小
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
車
種
は
普
通
車
ま
で
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

周
辺
道
路
整
備
の
完
了
に
伴
い
、
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
大
型
車
の
通
行
が
可
能
と

な
り
、
さ
ら
に　

時
間
化
も
行
う
こ
と
と

２４

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
行
で
き
る
の
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
両
に

限
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

16広報はつかいち2013.10.1

宮島スマートICが

より便利になります

問
合
せ　

宮
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
地
区
協
議

　

会
事
務
局
（
建
設
部
建
設
総
務
課
）

　緯盈
９
１
７
０

◆
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

平
成

年

月
１
日
現
在

２５

１０

　
　

月
１
日
を
期
日
と
し
て
、
日
本

１０
全
国
で
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

住
ま
い
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、

今
後
の
住
生
活
に
関
す
る
大
切
な
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
私
た
ち

の
住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
配
布
さ
れ
た
世
帯
は
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

回
答
も
で
き
ま
す
。

●
調
査
内
容
の
問
合
せ

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

緯
０
５
７
０
（
０
８
）
５
６
５
６

　

月　

日蚊
ま
で

１０

２７

８
時
～　

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
含

２１

む
）◆

漁
業
セ
ン
サ
ス

平
成

年

月
１
日
現
在

２５

１１

　

農
林
水
産
庁
で
は
、
漁
業
セ
ン
サ

ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

月
下
旬
か
ら
漁
業
者
や
水
産
関

１０
係
者
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ
、
調
査
員

が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
。

　

調
査
への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ　広報統計課緯盈９１２２統計調査を行います

◆
予
選
・
本
選

●
予
選
会

と　

き　

平
成　

年
１
月　

日臥　
時
～

２６

１８

１０

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
小
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

●
本
選　

と　

き　

平
成　

年
２
月　

日蚊　
時
～

２６

２３

１３

朗
読
劇
コ
ン
ク
ー
ル
本
選　
　

時
～　

時

１３

１４

　

分
（
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
３
組
が
出

３０場
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト　
 
壌  
晴
彦 
朗
読
会

じ
ょ
う 
は
る
ひ
こ

　
　

時　

分
～　

時　

分

１４

３０

１５

３０

演　

目　

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
「
星
の

王
子
様
」

音　

楽　
 
工
谷  
明
子 
、 
森
藤 
み
こ
、 
折
田 

く
た
に 

あ
き
こ 

も
り
ふ
じ 

お
り
た

 
新 
、 
折
田  
栄
子 

し
ん 

お
り
た 

え
い
こ

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

千
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

※
前
売
り
券
は　

月
１
日蚊
か
ら
さ
く
ら

１２

ぴ
あ
で
販
売

壌　

晴
彦　

俳
優
、
声
優
、
演
出
家
。

　

劇
団
四
季
を
経
て
現
在
、『
座
』
主
宰
。

舞
台
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
の
主
演
や
声
優
と

し
て
「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ
カ
リ
ビ
ア
ン
」

の
バ
ル
ボ
ッ
サ
役
な
ど
で
活
躍
。

◆
募
集
要
項

参
加
資
格
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２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
う
ち

１
人
以
上
は
幼
児
ま
た
は
小
・
中
学
生
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
（
２
人
以
上
が
協
力

し
て
１
つ
の
作
品
を
朗
読
）

参加内容など
●
朗
読
す
る
小
説
・
絵
本
な
ど
は
、
廿
日

市
市
に
関
連
が
あ
る
も
の
、
廿
日
市
市

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
が
出
て
く
る

こ
と
。
市
内
の
図
書
館
に
題
材
の
ヒ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
窓

口
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
朗
読
す
る
小
説
・
絵
本
な
ど
は
著
作
権

が
切
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

●
朗
読
時
間
は　

分
以
内
。
小
説
や
絵
本

２０

な
ど
を
音
読
す
る
形
式
で
、
起
立
、
着

席
、
い
ず
れ
で
も
可
。
た
だ
し
、
演
技

は
伴
わ
な
い
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
効
果
音
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
音
源
は
Ｃ
Ｄ

と
し
、
操
作
は
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
行
う
こ
と
。

●
出
場
順
は
、
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
い
参
加
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　
　

月　

日画
当
日
消
印
有
効

１１

２９

申
込
方
法　

出
場
申
込
書
を
廿
日
市
市
生

涯
学
習
課
ま
で
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
で
次
へ
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
生
涯
学
習
課

Ｅ
メ
ー
ル　

shogaigakushu@
city.

              
      

hatsukaichi.hiroshim
a.

                    
  j  p  

※詳しくは問い合わせてください

市有地を売却します

に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
募
集
」

の
う
ち
「
市
有
地
の
販
売
」
欄
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
指
定
の
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

売払価格実測面積地目所在・地番物件 番号 坪平方メートル １８，７４０，０００１７５．９８５８１．７４宅地物見東一丁目２０００番２９２ ７，８００，０００８４．３３２７８．７７宅地物見東二丁目２００１番２９４ １２，４１０，０００１３８．２７４５７．１０宅地物見東二丁目２００１番３８６ １５，１７０，０００１１３．９５３７６．６９宅地物見東二丁目２００１番７３７ ７，９５０，０００８０．０７２６４．６９宅地物見東二丁目２００１番１２６１０ ７，９５０，０００８０．０７２６４．６９宅地物見東二丁目２００１番１２７１１ １０，６３０，０００１１９．９０３９６．３７宅地物見西一丁目２００２番１１３１７ １０，３５０，０００１５４．５９５１０．９５宅地物見西二丁目２００３番１１２０ １１，３００，０００８４．６０２７９．６６宅地物見西二丁目２００３番１０７２６ １５，７９０，０００１２８．７５４２５．６２宅地物見西二丁目２００３番１２３２７ １３，１６０，０００１１３．１０３７３．９０宅地物見東二丁目２００１番７８２９ ６，０９０，０００７３．１８２４１．９１宅地八坂二丁目１６６５番２８３　②３２ ６，３００，０００７３．２１２４２．０２宅地八坂二丁目１６６５番２８３　③３３ ６，３９０，０００７３．２３２４２．０７宅地八坂二丁目１６６５番２８３　④３４ ２４，４３０，０００１５０．６８４９８．１３宅地大野中央一丁目１２５番３５ １３，９４０，０００７１．７２２３７．０６宅地宮島口東三丁目８３番５１３６

●
常
時
公
募
の
売
却
物
件

先
着
順
に
売
却
し
ま
す
。

申
込
資
格　

個
人
お
よ
び
法
人

受
付
期
間　

９
時
～　

時　

分　
　

１６

３０

受　

付　

市
役
所
５
階
用
地
管
財
課

申
込
方
法　

詳
細
は
、
用
地
管
財
課

問
合
せ　
生
涯
学
習
課緯運
９
２
０
３

問合せ　用地管財課緯盈９１８０
市
の
所
有
す
る
土
地
を

次
の
よ
う
に
売
却
し
ま
す

※物件番号1, 3, 5, 8, 9, 12, 13, 14, 15, 16, 18, 19, 21, 22, 23, 24, 25, 28, 30, 31および37は売却済です

　
　
　
　
　
　
　
　
　胃荏
５
１
６
３

はつかいち
朗読劇コンクール
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温泉パワーで夏休みの最後を飾る
　宮浜グラウンドゴルフ場で、８
月２５日宮浜温泉まつりが開催され
ました。中央の広場ではまつり恒
例の「第１２回温泉旅館まくら投げ
世界選手権」が行われ、参加者は
腕を競い合いました。ステージで
はバンド演奏や大野郷土芸能の烏
神太鼓などが披露されました。
　訪れた人は夏の最後のまつりを
思い思いに楽しみました。
　宮浜温泉は来年開湯５０周年を迎
えます。

中学生と市長のふれあいトーク若い感性で市長へまちづくりの提案
　８月２４日、中学生と市長のふれ
あいトークを廿日市市役所で開催し
ました。参加した学校は１１校。各学
校を代表し、１１名が参加しました。
　中学生と市長のふれあいトークは、
中学生が考えるまちづくりの提案を
元に、市長が市の考えの説明や、
提案をまちづくりに反映するために対
話をするものです。
　各中学校の生徒は市長に廿日市
のまちづくりのアイデアを発表。市内
のあいさつ運動や、ごみの分別、観
光など、さまざまな分野で意見が出
されました。中には市内のスポーツ
施設や路線バスについてなど、市政
への関心が伺えました。
　市長は「将来を担う皆さんと一緒
に、明るいまちづくりをしていきたい。
『はつかいち』に愛着と誇りを持って、
大きく成長してほしいです」と話しま
した。

写真１　市長に提案する山陽女学園中等部３年生の竹
田萌華さん。観光に関する提案を市長に発表しました。
写真２　中学生の提案に答える市長。　写真３　ふれ
あいトークは今年で１６回目。過去には中学生の意見か
ら実現した事業もあります。

1

3

2

1

4 3

写
真１　
ま
く
ら
投
げ
世
界
選
手
権
の
様
子
。
男

子
の
部
優
勝
は
、　

・
９
ｍ
を
投
げ
た
吉
村
忠
明

２４

さ
ん
（
宮
浜
温
泉
・　

歳
）。　

写
真２　
し
ゃ
く

３７

し
を
使
っ
た
特
別
ル
ー
ル
の
宮
島
ピ
ン
ポ
ン
。　

写

真３　
広
場
に
は
屋
台
が
並
び
、
夕
暮
れ
時
に
は

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

写
真４　
約
１

万
発
の
花
火
で
ま
つ
り
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。2

ミヤジマトンボエコ観察会興味深々、ミヤジマトンボを観察
　８月２０日、昨年７月にラムサー
ル条約に登録された宮島島内の湿地
で、ミヤジマトンボのエコ観察会が
行われました。
　参加したのは宮園小学校の児童
２１人。まず、参加者は宮園市民セ
ンターで、宮島の歴史やミヤジマ
トンボの生態について学び、昼食
後、いよいよ湿地へ移動。ぬかる
む足元に気をつけながら、実際に
湿地を飛ぶミヤジマトンボを観察
しました。

写真はミヤジマトンボの生態や特徴について学ぶ宮園小学校の児童。ミヤジマトンボとよく似たシオカラトンボとの違いや生態について学びました。

宮浜温泉まつりMy Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します
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My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します宮島水族館２周年記念イベントさかなクンのおさかな講座で楽しく学ぶ
　２周年を迎えた宮島水族館では、
「セカンドアニバーサリーフェスタ」の
イベントとして、８月２５日「さかなク
ンのおさかな講座」を開催しました。
　１日名誉館長を務めたさかなク 
ン。海の生きものの生態や、環境
のお話など、イラストを交えながら、
楽しくわかりやすく紹介。講座の中
で「このお魚はなんでこんな形をし
ているのだろうと、疑問を持って見
ると面白いですね」と話していまし
た。

質問に応えてくれた人には、講座の中でさかな
クンが書いたイラストをサイン入りでプレゼン
トされました。

嚴島神社　玉取祭幸運の宝珠を嚴島神社海上で約５０人が争奪戦
　８月２５日、嚴島神社に約４００年
前から伝わる「玉取祭」が大鳥居
の前で行われ、地元の男性約５０人
が、幸運を授かるとされる宝珠を
奪い合いました。
　宝珠を載せた台座がつるされて
いるのは、海上に作られた高さ約
７．５斡のやぐら。上下左右に揺れ動
く台座に対して、参加者は協力し
て足場をつくり身軽な者がジャン
プ。その様子に、観客からは大き
な歓声が上がりました。

今年の「福男」となったのは、宝珠を海に落とし
た一丸京平さんと、宝珠を注進所へ運んだ竹内基
浩さんのお二人です。

宮島水族館夏休み自由研究おたすけ企画宮島水族館で、「かき」のことを学んだよ
　８月２４日、宮島水族館で夏休み
自由研究おたすけ企画として、漁
師さんから学ぼう「カキ養殖のお
話～おいしいカキができるまで～」
が開催されました。
　この企画は、市民の皆さんに漁
業に親しんでもらおうと、大野漁
業協同組合のかき生産者が協力し
て開かれたものです。
　宮島水族館では、こうした漁業
の現場と連携した取り組みを続け
ていく予定です。

参加者は、初めて見るカキの赤ちゃんに驚きの
声を上げたり、漁師さんに熱心に質問したりし
ていました。

厳島港宮島口地区港湾整備事業起工式世界遺産の玄関口、港湾施設の充実へ
　９月８日、厳島港宮島口地区港
湾整備事業の起工式が桟橋に停泊し
たフェリー内で行われました。宮島口
の港湾事業は護岸などの老朽化対策
や旅客ターミナルの機能充実のため、
約１haの埋め立てを行います。
　市長は「市制施行２５周年の節目
に重要な港湾整備を行うことができ、
ご助力いただいた方 に々感謝します」
と話しました。
　工事は９月から始まり、平成３１年
度の完成を目指します。

写真は式典で行われた鍬入れを行う広島県湯崎知
事（左から３人目）と眞野市長（左から４人目）。
掛け声とともに、勢いよく鍬が振り下ろされました。

　二百廿日豊年市民祭が９月１４日、
中央市民センター、はつかいち本
通り、駅通りで開催されました。
この祭りは二百十日の厄日を無事
過ごし、豊年を喜ぶ感謝の意味で
行われています。
　通りにはたくさんの露店が並び、
多くの人でにぎわいました。中央市
民センターでは中国醸造の木やりに
よる鏡開きや、豊年踊りが披露され、
通りでは俵みこしや鬼の面をつけた
「はな」が練り歩きました。

秋を告げ、豊作を祝う二百廿日豊年市民祭

写真１　威勢の良い掛け声とともに担がれる俵み
こし。写真２・６　露店が立ち並ぶはつかいち本通
りと駅通りは多くの人でにぎわいました。写真３・４　通りを練り歩く「はな」が祭りを盛り上げま
した。写真５　原子供亥の子舞子連中による神楽
舞。写真７　中国醸造の木やりによる鏡開き。鏡
開きの後には、来場した人にお酒が振舞われました。

1

2
34

6 5
7
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　６５歳以上の人には、予防接種にかかる費用の一部を公費で負担します。　予防接種を希望する人は、表の医療機関に予約をして受けてください。廿日市市外の医療機関で接種を希望 する場合は、保健センター、各支所まで相談してください。期 間　１０月１５日昇～平成２６年１月３１日晶※過去の流行状況から、１２月中旬までに接種することをお勧めします対　象　次の①か②に該当し、本人が予防接種を希望する人①６５歳以上の人②６０歳以上６５歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器の機能または、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人（障がい者手帳１級相当）接種回数　１回　自己負担額　１，５００円※生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は、自己負担額が免除になります。印鑑を持って事前に申請してください。自己負担額免除の申請は１０月１１日晶から開始します
電話番号住所医療機関名地区 演１１８１津田天野医院佐伯 焔３４００永原おおくぼ内科 演１１００津田佐伯中央病院 焔０６８８峠友和病院 猿２７８０吉和廿日市市吉和診療所吉和 詠２３２７福面二丁目青葉レディスクリニック

大野

詠１２３１対厳山二丁目安東内科クリニック 駅０６００大野一丁目井上内科医院 益２４２６丸石二丁目大野浦病院 駅３０２１大野中央五丁目大野キッズファミリークリニック 悦３３３３中山敬愛病院 悦２３３４宮島口西二丁目酒井内科医院 駅０５３４大野一丁目杉原外科医院 駅００１４大野中央三丁目永井医院 悦００２３宮島口一丁目永井内科胃腸科医院 駅３３２３塩屋一丁目永田内科 悦０５５０宮島口一丁目中丸クリニック 駅１０１１塩屋二丁目長谷川整形外科 悦４５３０福面三丁目松本クリニック 詠６１６６前空五丁目向井クリニック 瑛１７７０宮島町宮島クリニック宮島

電話番号住所医療機関名地区 荏１９１１山陽園明石内科クリニック

廿日市

嬰５０５０阿品四丁目阿品土谷病院 雲５１５１串戸五丁目あまのクリニック 影０８００陽光台五丁目アマノリハビリテーション病院 叡３４３４平良二丁目網本内科消化器科医院 叡０２８８佐方四丁目あわや内科クリニック 荏５２０６串戸一丁目石橋クリニック 雲１７００下平良一丁目えだひろ内科成人病クリニック 欝３１３１阿品三丁目おおさき小児クリニック 雲６２１１廿日市二丁目大田整形外科 曳７７３３宮内小田耳鼻咽喉科医院 荏５１００大東小山整形外科医院 雲３８３１廿日市二丁目かぎもと内科皮フ科形成外科 嬰０２６２地御前二丁目勝谷・小笠原クリニック 雲０３５０本町勝谷医院 嬰０１３５阿品三丁目かとうレディースクリニック 曳２３５１宮内亀田医院 曳２２３８阿品台四丁目きむら内科小児科医院 映５１５０宮園三丁目小林内科・泌尿器科医院 欝１２１２串戸二丁目斉藤脳外科クリニック 曳２２０１宮内さくらクリニック 叡３４００串戸二丁目佐藤皮ふ科クリニック 曳５００５四季が丘五丁目四季が丘クリニック 欝３３５５地御前三丁目じごぜんクリニック 欝３３３３阿品三丁目しげの整形外科スポーツクリニック 嬰３１００地御前三丁目仁愛内科医院 荏００７０佐方せいこう胃腸科外科 叡３５５５新宮二丁目双樹クリニック 運７７８８阿品三丁目田口脳外科クリニック 欝３７１１地御前一丁目たに内科クリニック 荏１１３５駅前田辺医院 欝１２３４平良山手たなべ小児科 運６２２２宮内玉川内科アレルギー科クリニック 荏６２２０本町とうげ外科胃腸科 荏８６２６佐方四丁目内藤内科医院 荏２２５５天神中尾医院 映２２１０上平良なかごう内科 雲０７４４廿日市一丁目長谷川医院 欝２３００陽光台五丁目廿日市記念病院 映２１１１宮内廿日市野村病院 曳６５５５宮内一丁目鼻岡内科医院 曳０１１１宮内四丁目半明内科クリニック 叡３８２８天神ひらた耳鼻咽喉科アレルギー科クリニック 曳１１５５阿品台四丁目平田内科小児科医院 叡００３５下平良一丁目ふじかわ心療内科クリニック 雲０７５２新宮一丁目松浦内科医院 叡１８００串戸二丁目松田整形外科 雲１７０３本町宮河小児科医院 雲５０００下平良一丁目みたに泌尿器科クリニック 嬰２１００阿品三丁目むつかど内科呼吸器科 荏８１１８串戸四丁目八幡クリニック 映５１７７宮内山根クリニック 嬰３６６６阿品一丁目吉田内科胃腸科医院 叡０２０７下平良一丁目わき小児科医院
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宮
島
お
砂
焼
ま
つ
り
は
、「
ち
ょ
っ

と
気
軽
に
日
本
の
秋
の
お
も
て
な
し
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
宮
島
口
発
」
の

お
ま
つ
り
で
す
。

と　

き　
　

月　

日蚊　
時　

分
～　

時

１０

２０

１０

３０

１６

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
宮
島
口
駅
か
ら
桟
橋

ま
で
の
宮
島
口
商
店
街
一
帯

内　

容　

▼
陶
器
市
▼
宮
浜
温
泉
美

人
の
湯
巡
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売
▼
お

茶
席
▼
大
野
瀬
戸
の
グ
ル
メ
市
▼

お
菓
子
の
広
場
▼
遊
覧
船
で
宮
島

七
浦
め
ぐ
り
▼ 
烏
神  
太
鼓 
と
宮
島

う
じ
ん 

だ
い
こ

太
鼓
の
ね
り
な
ど

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

極
樂
寺
名
物
の
大
き
な
茶
碗
具
を

使
っ
た
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日臥　
時
～

１０

２６

１３

と
こ
ろ　
 
上
不
見
山 
極
樂
寺　

客
殿

じ
ょ
う
ふ
け
ん
ざ
ん

※　

時
現
地
本
道
前
集
合
。
阿
弥
陀

１３堂
拝
見
と
住
職
の
お
話
。
雨
天
決
行

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　
　

人
２０

参
加
費　

無
料

※
広
電
廿
日
市
市
役
所
前
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す

申
込
方
法　

は
が
き
に
①
郵
便
番
号
、

②
住
所
、
③
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

④
電
話
番
号
、
⑤
バ
ス
利
用
、
現

地
集
合
か
を
記
入
し
次
へ

〒
７
３
８
―
０
０
１
５

廿
日
市
市
本
町
５
―
１

は
つ
か
い
ち
観
光
協
会

「
極
樂
寺　

大
茶
会
」
係

申
込
締
切　
　

月　

日牙
当
日
消
印

１０

１０

有
効
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
。
当
選
者
の
み
連
絡
）

　
「
海
の
幸
・
山
の
幸
」
を
集
め
て
皆

さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　
　

月
８
日峨
ま
で
９
時
～

１０

　

時
（
水
曜
日
定
休
）

１８
と
こ
ろ　

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

　
　
　
　
（
広
島
市
中
区
本
通
）

内　

容　

舞
茸
、
乾
燥
し
い
た
け
、

海
産
珍
味
、
郷
土
菓
子
、
醸
造
酢
、

和
蜂
蜜
、
手
す
き
ハ
ガ
キ
な
ど

　

廿
日
市
市
連
続
公
開
講
座
第
４
回

地
域
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
歴
史
的
市
街
地
に
お
け

る
観
光
と
行
動
―
宮
島
を
事
例
に

―
」
で
す
。

と　

き　
　

月　
日臥　
時
～　
時　
分

１０

１２

１４

１５

３０

と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
２
階

講　

師　

広
島
工
業
大
学
工
学
部
准

教
授　
 
伊
藤  
雅 
さ
ん

い
と
う 
た
だ
し

内　

容　

歴
史
的
な
資
産
を
有
す
る

観
光
地
で
の
観
光
客
の
行
動
や
、

観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
必
要

な
こ
と
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

経
営
政
策
課
へ
電
話
で

と　き　　月　日峨９時　分～１１１９３０　時　分、　日我９時　分～１５３０２０３０　時１２ところ　廿日市子育て支援セン

ター（あいプラザ内）

内　容　楽しい子育て、早寝・

早起き・朝ごはん、子どもと

楽しむふれあい遊び、サポー

ター精神についてほか

対　象　原則、２日間とも参加

できる人（男女不問）

定　員　　人程度３０
受講料　無料

申込方法　廿日市子育て支援セ

ンターまで電話で

※詳細は問い合わせてください

と　

き　
　

月
３
日華　
時　

分
～

１１

１２

３０

　

時　

分

１５

３０

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

● 
揮
毫 

き
ご
う　

書
家　
 
金
澤  
翔
子 
さ
ん

か
な
ざ
わ 
し
ょ
う
こ

　

舞
台
上
で
の
書
の
実
演

●
講
演　

書
家　
 
金
澤  
泰
子 
さ
ん

か
な
ざ
わ 
や
す
こ

演　

題　
「
ダ
ウ
ン
症
の
子
と
共
に

生
き
て
」

●
発
表　

さ
く
ら
作
業
所
、
に
じ
の

え
き
ほ
か
の
演
奏
な
ど

●
特
別
出
演　
 
姜　

暁
艶 
＆
二
胡

ジ
ャ
ン
・
シ
ョ
ウ
イ
ェ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

※
参
加
費
無
料
（
協
力
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

●
金
澤
翔
子
書
展

と　

き　
　

月
９
日我
～　

日蚊　１０１３
１０

時
～　

時
１８

と
こ
ろ　

は
つ
か
い
ち
美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー

観
覧
料　

無
料

　

市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
日
頃
の
学
習

成
果
を
発
表
し
、
地
元
文
化
に
触
れ
、

生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
て
お
互
い
の

交
流
を
図
る
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
推
進
す
る
皆
さ
ん
や
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
、
活
動
の
発
表
・
作
品

の
展
示
・
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
各
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
「
新
し
い
発
見
」
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
程
（
下
半
期
実
施
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

講座・催し
宮島お砂焼まつり実行委員会緯駅３１１１ 宮島お砂焼まつり

■はつかいち観光協会緯雲５６５６ 秋の極樂寺大茶盛り

■

廿日市商工会議所緯欝００２１ 寄っていってや
廿日市フェア２０１３

■

地域政策課緯運９１３９ 市民センターまつり

■

時間（予定）曜日日月市民センター名時間（予定）曜日日月市民センター名時間（予定）曜日日月市民センター名 未定土２１１吉和市民センター緯猿２１１６１０：００～１５：３０土１９１０宮園市民センター緯曳１６９９１０：００～１６：００土５１０宮島市民センター緯瑛２００５ ９：００～１５：００日２０１０：００～１６：００日６ ９：００～１５：３０祝３１１宮内市民センター緯曳６０１１１３：００～１８：００土２６１０四季が丘市民センター緯映３３６５１０：００～１５：００土５１０佐方市民センター緯荏５０４９ １０：００～１５：００日２７１０：００～１５：００日６ １０：００～１５：００土１６１１阿品台市民センター緯曳４３３８９：００～１５：００土２６１０串戸市民センター緯荏２０９６１０：００～１５：００土１２１０大野西市民センター緯駅２０１７ １０：００～１５：００日１７１０：００～１５：００日１３ ９：００～２１：３０土１５２浅原市民センター緯演０００１８：４５～１４：３０日２７１０原市民センター緯曳０２２７１０：００～１５：００土１９１０阿品市民センター緯嬰３６３０ ９：００～１５：３０日１６ １０：００～１７：００土１３友和市民センター緯焔０００１９：００～１５：００土２１１地御前市民センター緯嬰２３６０１０：００～１７：００土１９１０中央市民センター緯欝１２６６ １０：００～１６：００日２９：００～１５：００日３１０：００～１５：００日２０

経営政策課緯運９１２０ 第４回地域学セミナー

■

廿日市子育て支援センター緯欝１６１２ 子育てサポーター養成講座

■廿日市市障害者福祉協会緯胃荏２０２３ 障がい者フェスティバル

■

■納期限　月　日昭１０３１市県民税（普通徴収）　第３期　国民健康保険税（普通徴収）　第４期

介護保険料（普通徴収）　第４期　後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第４期■夜間納税窓口　月　日昭・　日晶
１０２４
２５
　時　分～　時
１７３０２０
市役所１階税制収納課問税制収納課
緯運９１１１
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●
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
連
携
展

　

は
つ
か
い
ち
×
メ
ソ
ッ
ド

　

～
山
を
く
だ
っ
て
海
に
で
る
～

　

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
の
助
教

ら
作
家
９
人
が
、
廿
日
市
市
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
手
法
、
素
材
に
自
由

な
視
点
で
取
り
組
み
、
制
作
し
た
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　
日牙
～　
月　
日蚊１０２４１１１０と

こ
ろ　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

観
覧
料　

無
料

休
館
日　

月
曜
日
（　

月
４
日菓
は

１１

開
館
、
翌　

月
５
日峨
休
館
）

１１

●
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
調
整
会
議

　

平
成　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

２６

貸
館
利
用
者
を
決
定
す
る
調
整
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日蚊　
時
～

１０

２７

１０

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
会
議
室

利
用
で
き
る
事
業　

美
術
作
品
な
ど

の
展
示
（
営
利
目
的
は
不
可
）

　

世
界
各
地
の
難
民
や
避
難
民
、
被

災
者
な
ど
に
送
る
た
め
の
衣
料
を
収

集
す
る
、
身
近
に
で
き
る
国
際
救
援

活
動
で
す
。

と　

き　
　

月　

日臥
９
時
～　

時

１０

２６

１１

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ
駐
車
場

受
入
品
目

　

染
み
や
傷
み
の
な
い
も
の
を
、
で

き
れ
ば
み
か
ん
箱
大
の
段
ボ
ー
ル
に

入
れ
て
、
上
側
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
と

め
ず
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

新
品　

下
着
、
パ
ジ
ャ
マ
、
タ
オ
ル
、

シ
ー
ツ
な
ど

洗
濯
済
み
の
も
の　

毛
布
、
ズ
ボ
ン
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ト

レ
ー
ナ
ー
、
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン

バ
ー
、
コ
ー
ト
、
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど

企
業
制
服
の
場
合　

ブ
ラ
ウ
ス
、

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
作
業
着
の
み

※
ス
ー
ツ
、
ス
カ
ー
ト
、
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
和
服
、
ベ

ビ
ー
服
な
ど
は
受
け
入
れ
不
可
。

子
ど
も
服
は
身
長　唖
以
上
の
も
の

８０

※
送
料
に
あ
て
る
募
金
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
（
段
ボ
ー
ル
１
箱

当
た
り
５
０
０
円
程
度
）

※
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
人
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
来
年
度
か
ら
年
１
回
（　
１０

月
）
の
実
施
に
な
り
ま
す

　

錦
鯉
の
生
産
技
術
の
向
上
と
、
美

し
さ
を
競
う
佐
伯
錦
鯉
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日画　
時
～　

時

１０

１８

１０

１３

と
こ
ろ　

佐
伯
錦
鯉
市
場（
河
津
原
）

テ
ー
マ
「
映
画
へ
の
招
待
―
映
画
か

ら
見
え
る
も
の
―
」

と
こ
ろ　

山
陽
女
子
短
期
大
学　

定　

員　
　

人
（
応
募
者
多
数
の
場

８０

合
抽
選
）

受
講
料　

千
円
（
５
回
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
山
陽

女
子
短
期
大
学
公
開
講
座
受
講
希

望
」
と
記
入
し
、
①
郵
便
番
号
・

住
所
、
②
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

③
電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
へ
。

（
返
信
用
に
も
宛
名
を
記
入
）

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所　

生
涯
学
習
課

申
込
締
切　
　

月　

日画
（
必
着
）

１０

１１

※
往
復
は
が
き
以
外
で
の
申
し
込
み
受
け

付
け
不
可（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
）

　

９
月　

日
ま
で
に
募
集
し
た
、
木

２９

工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
金
賞
作
品

は
第　

回
「
全
国
児
童
・
生
徒
木
工

３８

工
作
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

し
ま
す
。

●
前
期
（
全
作
品
）

と　

き　
　

月
５
日臥
～　

日牙１０２４と
こ
ろ　

木
材
利
用
セ
ン
タ
ー

●
後
期
（
入
賞
作
品
の
み
）

と　

き　
　

月　
日画
～　
月　
日蚊１０２５１１１０と

こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

　

消
防
団
員
が
迅
速
確
実
な
消
防
技

術
を
発
表
し
、
士
気
高
揚
と
消
防
活

動
能
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
競
技

大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

観
覧
は
自
由
で
す
。
多
数
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日蚊
９
時
～　

時

１０

２０

１２

（
小
雨
決
行
）

※
予
備
日　

月　

日蚊１０２７と
こ
ろ　

廿
日
市
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

用
地
（
串
戸
一
丁
目　

番
１
号
）

２０

　

市
内
の
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日峨　
時　

分
～

１０

２２

１３

３０

　

時
（
雨
天
の
場
合
は　

月　

日

１７

１０

２３

我
に
延
期
）

と
こ
ろ　
木
材
港
北　
昭
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目　

消
火
器
の
部
、
屋
内
消

火
栓
の
部
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
部

と　

き　
　

月　

日臥　
時
～　

時

１０

２６

１０

１２

（
雨
天
の
場
合
は　

日蚊
に
延
期
）

２７

と
こ
ろ　

宮
島
桟
橋
前
広
場

対　

象　

園
児
お
よ
び
児
童
（
地
域

は
不
問
）

持
っ
て
来
る
も
の　

写
生
道
具
、
画

板
（
画
用
紙
は
会
場
で
配
布
）

※
入
選
作
品
は
、　

月
９
日臥
～　

１１

１５

日画
嚴
島
神
社
西
回
廊
に
展
示

　

県
外
の
チ
ー
ム
を
含
む
、　

チ
ー

８０

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
木
工

品
や
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
（
予
定
）
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日峨
～　

日我
９
時
～

１１

１２

１３

と
こ
ろ　

宮
園
公
園

消防本部　予防課緯運９２３２ 自衛消防隊消防競技大会

■

消防本部　消防課緯運９２３４ 廿日市市消防団廿日市分団

実戦応急操法大会

■

佐伯錦鯉品評会実行委員会緯演０６９０ 第　回佐伯錦鯉品評会

４５■

はつかいち美術ギャラリー緯欝０２２２ 美術ギャラリーイベント

■

生涯学習課緯運９２０３ 第　回　山陽女子短期大学

３３公開講座（後期）

■講　師講座内容日　程 広島市映像文化ライブラリー主幹　 佐藤 さとう 　 武 さんたけし開講式映画のゆくえ１０月２６日松１３：１５～１５：００ 広島修道大学　商学部教授　 朴 　 大王 さんぱく でーわん映画から見る韓国の今１１月２日松１３：３０～１５：００ 山陽女子短期大学准教授　 高田  　晃治 さんたかだ こうじ映画から見えるこころの世界１１月９日松１３：３０～１５：００ 山陽女子短期大学教授　 水野  　敦子 さんみずの あつこ千年先に命はつづく－ドキュメンタリー映画「祝の島（ほうりのしま）」－１１月１６日松１３：３０～１５：００ 山陽女子短期大学教授　 丸川 　 浩 さんまるかわ ひろし戦争の残した影－１９５０年代の日本映画から－閉講式１１月３０日松１３：３０～１５：００

廿日市市国際交流協会緯欝０１１６社会福祉協議会ボランティアセンター緯叡０２３１ 衣料収集にご協力を

■

商工労政課緯運９１４０ 木工工作コンクール作品展示

■

宮島消防署緯瑛２８００ 宮島消防写生大会

■

■キノコの観察会と　き　　月　日掌　　時～　時
１０１３
１０１２

ところ　おおの自然観察の森
予約不要講師キノコアドバイザー

井本　敏和さん
キノコは特に、６月と　月は多く見られます。不思議な生き物「キノコ」の

１０

世界に触れ、毒キノコなどを学習し、自然の営みを肌で感じてみませんか。問おおの自然観察の森

緯駅３０００はつかいち観光協会緯雲５６５６ 廿日市市長杯
第　回全国親善ゲートボール大会

３０■

広報はつかいち23 2013.10.1

nformationIews ＆ N
　

市
内
の
建
築
関
連
業
者
に
よ
り
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
第

２
回
募
集
）

対
象
と
な
る
住
宅　

▼
一
戸
建
て
の

住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
住
宅
部

分
が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以

上
）
▼
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同

住
宅
の
住
戸

対
象
と
な
る
工
事　

▼
市
内
の
建
築

関
連
業
者
が
工
事
す
る
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
（
修
繕
、
補
修
、
増
改

築
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
▼
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
（
消
費

税
を
除
く
）
が　

万
円
以
上
▼
補

３０

助
金
交
付
決
定
後
、
工
事
着
手
し
、

平
成　

年
３
月
末
ま
で
に
工
事
完

２６

了
す
る
も
の

申
込
資
格　

▼
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
を
所

有
す
る
個
人
▼
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
▼
本
事
業
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
う
た
め
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

補
助
内
容　

補
助
金
は
、
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
（
消
費

税
を
除
く
）
の　

％
相
当
額
（
千

１０

円
未
満
切
り
捨
て
）
で
１
件
当
た

り　

万
円
が
上
限

２０

申
込
用
紙
配
布
時
期
・
配
布
場
所

　
　

月
１
日峨
～　

月　

日我
市
役

１０

１１

２０

所
６
階
建
築
指
導
課
お
よ
び
各
支

所
建
設
担
当
で
配
布
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

受
付
期
間　
　

月
６
日我
～　

日我１１２０※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
　

月
１
日峨
～　

月　

１０

１２

１３

日画内　

容　

現
地
調
査
を
行
い
、
一
般

診
断
に
よ
り
、
地
震
に
対
す
る
安

全
性
を
評
価
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅　

昭
和　

年
５
月

５６

　

日
以
前
に
工
事
着
手
さ
れ
た
木

３１造
の
一
戸
建
て
の
住
宅
、
長
屋
ま

た
は
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
が
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
）
で
２

階
建
て
以
下

申
込
資
格　

木
造
住
宅
の
所
有
者
な

ど
で
あ
る
こ
と
。

募
集
戸
数　
　

戸
程
度

１５

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
う
た
め
、
先

着
順

費　

用　

診
断
費
用
は
無
料
（
た
だ

し
、
負
担
費
用
と
し
て
耐
震
診
断

者
へ
の
交
通
費
千
円
程
度
（
宮
島

地
域
は
２
千
円
程
度
）、
確
認
申

請
書
が
無
い
場
合
、
建
物
図
面
作

成
費
と
し
て
５
千
程
度
（
図
面
が

あ
る
場
合
不
要
）
が
必
要
）

申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所　

市
役

所
６
階
建
築
指
導
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
期
間

　
　

月　

日峨
～　

月
６
日我１０１５１１申

込
用
紙
配
布
場
所　

㈱
第
一
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所
、
市
役

所
５
階
住
宅
営
繕
課
、
各
支
所

※
申
し
込
み
資
格
な
ど
詳
細
は
、　
１０

月　

日峨
か
ら
配
布
す
る
「
申
込

１５
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
受
付
日　
　

月
５
日峨
・
６
日

１１

我
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１８

１５

■
常
時
募
集
の
市
営
住
宅

　

空
き
が
あ
れ
ば
常
時
入
居
受
け
付

け
を
し
て
い
る
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
資
格
な
ど
詳
細
は
㈱
第
一

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所
、
ま

た
は
市
役
所
住
宅
営
繕
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う

ち
、
新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅
。

受
付
期
間　
　

月　

日我
～　

日画１０２３２５（
消
印
有
効
）

受
付
場
所　

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
同
組
合　

県
営
住
宅
管
理

グ
ル
ー
プ緯穎
５
３
８
７（
廿
日
市

二
丁
目
７
番　

号
島
屋
ビ
ル
１
階
）

２１

※
募
集
住
宅
、
申
し
込
み
方
法
お
よ

び
申
し
込
み
資
格
な
ど
詳
細
は
、

　

月　

日峨
か
ら
市
役
所
５
階
住

１０

１５

宅
営
繕
課
ま
た
は
㈱
第
一
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
で
配
布
す
る
「
申
込
の

し
お
り
」
お
よ
び
募
集
一
覧
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
「
景
観
づ
く
り
大
賞
」
は
、
ふ
る

さ
と
広
島
の
持
つ
優
れ
た
景
観
を
広

く
伝
え
、
保
全
し
、
景
観
づ
く
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
表
彰
制
度
で
す
。

広
島
県
の
優
れ
た
景
観
、
あ
な
た
の

お
気
に
入
り
の
景
観
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

①
風
景
・
ま
ち
な
み
、
②

建
築
物
・
工
作
物

募
集
期
間　

平
成　

年
１
月　

日俄２６２０ま
で
（
当
日
必
着
）

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
写

真
を
添
え
て
広
島
県
景
観
会
議
事

務
局
に
郵
送
で

※
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
に
あ
る

応
募
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
島
県
景

観
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
合
せ　

広
島
県
景
観
会
議
事
務
局

（
福
山
市
都
市
計
画
課
内
）緯
０

８
４
（
９
２
８
）
１
１
４
２

●
会
員
募
集

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
働
く
意
欲

６０

の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
入
会
説
明
会
へ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

　
　

月　

日牙
廿
日
市
本
所　

１０

２４

　
　

月　

日画
廿
日
市
本
所

１１

２２

　
　

月　

日牙
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

１１

２８

タ
ー
大
野
支
所

※
時
間
は
す
べ
て　

時　

分
～

１３

３０

申
込
み　

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

●
託
児
サ
ー
ビ
ス

　

育
児
経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
託
児
を
し
ま
す
。

対　

象　

生
後
３
カ
月
～
４
歳
位
ま

で
場　

所　

な
か
よ
し
ル
ー
ム
（
宮
内

４
３
１
４
番
地
―
１
木
村
ビ
ル
１

階
）

費　

用　

１
時
間
７
０
０
円

※
１
時
間
か
ら
で
も
預
か
り
ま
す

申
込
み　

な
か
よ
し
ル
ー
ム緯曳
６

６
６
１
ま
で
電
話
で

募集
建築指導課緯運９１９１ 住宅リフォーム費用の補助

■

建築指導課緯運９１９１ 木造住宅の耐震診断

■

指定管理者㈱第一ビルサービス

廿日市営業所緯叡１１４０ 市営住宅入居者募集

■広島県土木局住宅課

緯０８２（５１３）４１７１ 県営住宅入居者募集

■

都市計画課緯運９１９０ 第　回景観づくり大賞の募集

２１■

廿日市市シルバー人材センター

緯欝１４６８ シルバー会員募集など

■

■ベニマンサクの
観察会
と　き　　月　日掌　　時～　時
１０２０
１０１２

ところ　おおの自然観察の森
予約不要講師ベニマンサクアドバイザー

藤井　英昭さん
広島県の天然記念物に指定されたベニマンサクは、生きた化石と言われていま

す。不連続分布の謎などを学習し、自然の驚異を肌で感じてみませんか。
問おおの自然観察の森

緯駅３０００
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■近隣市町の情報をお知らせ【尾道市・今治市】

第　回瀬戸内しまなみ海道スリーデーマーチ

１３

と　き　　月４日晶～６日掌
１０
ところ　尾道駅前広場～今治城吹揚公園内容「しまなみ海道」を舞台に、心と体の健康づくりと文化

や人情とのふれあいを目指したウオーキング大会です。参加費大人２５００円
高校生以下１０００円問瀬戸内しまなみ海道スリーデーマーチ

実行委員会緯０８９８嬰１５１５

nformationIews ＆ N
　

現
在
、
大
野
西
小
学
校
と
大
野
中

学
校
が
一
体
と
な
る
校
舎
を
建
設
中

で
、
完
成
後
の
平
成　

年
９
月
か
ら
、

２６

学
び
舎
を
一
つ
と
し
て
小
中
一
貫
教

育
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

大
野
西
小
学
校
と
大
野
中
学
校
と

を
総
称
し
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
名

前
（
愛
称
）
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
　

月
１
日峨
～　

月　

１０

１１

１５

日画応
募
要
件　

▼
自
作
で
未
発
表
の
も

の
▼
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品

応
募
方
法　

市
役
所
４
階
教
育
総
務

課
、
廿
日
市
市
立
小
・
中
学
校
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
教
育

総
務
課
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

応
募
は
、
愛
称
も
し
く
は
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
ど
ち
ら
か
１
点
で
も

可
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。

審
査
結
果
の
発
表
お
よ
び
表
彰　

１

月
下
旬
に
受
賞
者
本
人
に
直
接
通

知
し
、
平
成　

年
４
月
に
挙
行
す

２７

る
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

そ
の
他　

採
用
さ
れ
た
愛
称
お
よ
び

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
校
舎
の
一

部
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
採
用
作
品

に
関
す
る
一
切
の
権
限
は
、
市
に

帰
属
し
ま
す
。
応
募
用
紙
は
返
却

し
ま
せ
ん

　

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に

伴
い
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
お

よ
び
経
過
的
福
祉
手
当
の
手
当
額
が

平
成　

年　

月
分
か
ら
次
の
と
お
り

２５

１０

改
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
１
階
障
害
福

祉
課
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
福
祉
グ

ル
ー
プ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ビ
ス

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ご
存
じ
で
す

か
」
を
９
月
上
旬
か
ら　

月
に
か
け

１１

て
、
地
域
の
民
生
委
員
が
高
齢
者
の

い
る
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。
配
付
の

際
に
、
簡
単
な
聞
き
取
り
を
し
ま
す

が
、
地
域
の
見
守
り
活
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
の
生
活
の
中
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
要
介
護
認
定
の
申
請

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
き
に
は
、
市
の
窓
口
で
要
介
護
認

定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

申
請
は
、
本
人
や
家
族
の
ほ
か
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

に
よ
る
代
行
も
可
能
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

▼
介
護
保
険

被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
▼
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（　

～　

歳

４０

６４

の
特
定
疾
病
に
該
当
す
る
人
）

②
認
定
調
査
の
実
施

　

要
介
護
認
定
申
請
の
後
、
市
の
認

定
調
査
員
が
訪
問
し
、
心
身
の
状
態

に
つ
い
て
本
人
や
家
族
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
病

気
や
心
身
の
状
態
に
関
す
る
主
治
医

意
見
書
の
作
成
を
市
か
ら
依
頼
し
ま
す
。

③
審
査
・
判
定

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
で

構
成
す
る
介
護
認
定
審
査
会
で
、
認

定
調
査
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を
も

と
に
、
ど
れ
く
ら
い
介
護
が
必
要
か

審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

④
認
定
結
果
の
通
知

　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

「
非
該
当
｣
、
予
防
的
な
対
策
が
必

要
な
「
要
支
援
１
、
２
」、
介
護
が

必
要
な
｢
要
介
護
１
～
５
｣
の
区
分

に
分
け
て
認
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
が

記
載
さ
れ
た
認
定
結
果
通
知
書
と
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

　
「
要
支
援
１
、
２
」
と
認
定
さ
れ

た
人
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
予
防
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
ま
す
。

　
「
要
介
護
１
～
５
」
と
認
定
さ
れ

た
人
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
に
依
頼
し
ま
す
。
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
施
設
に
直

接
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

　
「
非
該
当
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
、
市
が
行
う
介

護
予
防
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
沿
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
利
用
者

は
費
用
の
１
割
を
負
担
し
ま
す
。
利

用
料
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
は
払

い
戻
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⑦
更
新
申
請

　

認
定
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
間
満
了
日
の　

日
前
か
ら
更

６０

新
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

月　

日
は
「
介
護
の
日
」
で
す
。

１１

１１

日
頃
か
ら
介
護
に
関
心
を
持
ち
、
介

護
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
廿
日
市
市
で
も
「
介
護
の
日
」
に

合
わ
せ
た
啓
発
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月
５
日臥　
時
～　

時

１０

１０

１６

と
こ
ろ　

フ
ジ
グ
ラ
ン
ナ
タ
リ
ー

　
　
　
　

１
階
モ
ー
ル
特
設
会
場

内　

容　

介
護
相
談
・
福
祉
用
具
展

示
・
介
護
食
試
食
・
介
護
応
援
川

柳
・
介
護
に
関
す
る
絵
の
展
示
・

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
口
腔
ケ
ア
ミ
ニ

講
座
ほ
か

教育総務課緯運９２００ 愛称とシンボルマーク募集

■

福祉・健康
高齢介護課緯運９１５７ 介護保険サービスの利用

■

障害福祉課緯運９１５２ 特別児童扶養手当等の額改定

■

高齢介護課緯運９１５５ 高齢者宅を訪問しています

■

改定後の手当額 平成２５年１０月分から改定前の手当額平成２５年９月分まで ５０，０５０円１級５０，４００円１級特別児童扶養手当 ３３，３３０円２級３３，５７０円２級 １４，１８０円１４，２８０円障害児福祉手当 ２６，０８０円２６，２６０円特別障害者手当 １４，１８０円１４，２８０円経過的福祉手当

高齢介護課緯運９１５５ はつかいちの介護の日

■

広報はつかいち25 2013.10.1

■近隣市町の情報をお知らせ【三次市】

「みよしメルヘンの丘」プロジェクトと　きところ 　月　日昌～平成　年１月５日掌
１０３０
２６

奥田元宋・小由女美術館周辺ほか内容奥田元宋・小由女美術館ウォルト・ディズニー展とタイアップし、イルミネーショ

ンオブジェの作成・展示などを展開。期間中、周辺一帯をメルヘンに染めます。
問三次市観光交流課
緯０８２４堰００６６
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と　

き　
　

月　

日華（　
時
閉
館
）

１０

１４

１９

と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー

※
事
前
予
約
受
付
（
当
日
参
加
も

可
）。
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

と　

き　
　

月　

日華１０１４と
こ
ろ　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
カ
ー
プ
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
野
球
教
室
参

加
者
募
集

対　

象　

小
学
生（
個
人
・
チ
ー
ム
）

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

特　

典　

全
員
に
参
加
賞
あ
り

申
込
方
法　

問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　
　

月
６
日蚊１０●

ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室　

　

参
加
希
望
の
人
は
佐
伯
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い

●
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
無
料
体
験
会

と　

き　
　

月
４
日画
･　

日画１０１１小
学
校
１
年
～
６
年　
　

時
～　

時

１７

１８

中
学
生
～
一
般　
　

時　
分
～　
時　
分

１８

１５

１９

１５

と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
大
会
議
室

※
教
室
は
毎
週
金
曜
日
に
同
時
間
に

行
っ
て
い
ま
す

●
女
の
子
だ
け
の
な
で
し
こ
サ
ッ

カ
ー
教
室
無
料
体
験
会

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た
教
室
で
、

初
心
者
、
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　
　

月
４
日画
･　

日画　１０１１
１７

時
～　

時　

分

１８

１５

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

対　

象　

小
学
生

※
中
学
生
以
上
の
部
も
有
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
教
室
・
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
教
室
無
料
体
験
会

と　

き　
　

月
４
日画
･　

日画　１０１１
１７

時
～　

時　

分

１８

１５

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

対　

象　

小
学
校
４
年
～
６
年

※
幼
稚
園
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
毎
週
水

曜
日　

時　

分
～　

時　

分
、
毎

１６

３０

１７

３０

週
金
曜
日　

時　

分
～　

時　

１５

４５

１６

４５

分
）
や
、
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

な
ど
を
は
じ
め
、
随
時
無
料
体
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

と　

き　
　

月　

日臥
以
降
の
毎
週

１０

２６

土
曜
日　

時
～　

時

１４

１５

と
こ
ろ　

大
野
体
育
館
格
技
場

内　容　
英
語
を
学
び
な
が
ら
、
親

子
で
楽
し
む
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス

教
室

対　

象　

親
子
（
園
児
～
小
学
生
）

定　

員　
　

組
２０

参
加
料　

初
回
無
料

申
込
方
法　

①
名
前
、
②
電
話
番
号
、

③
年
齢
、
④
性
別
を
大
野
体
育
館

ま
で
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接

申
込
締
切　
　

月　

日画１０１８と　

き　
　

月　

日蚊
９
時　

分
～

１１

１７

３０

　

時　

分

１２

１０

と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー

対　

象　苛
日
本
体
育
協
会
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指

導
者
、
そ
の
他
、
特
に
参
加
を
希

望
す
る
人

内　

容　

特
別
講
演
「
ス
ポ
ー
ツ
指

導
に
お
け
る
体
罰
防
止
及
び
研
究

協
議
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
活
か
せ
る

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
タ
オ
ル

持
参
）」

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

千
円
（
当
日
徴
収
、
弁
当

代
含
む
）

申
込
方
法　

協
会
事
務
局
、
ま
た
は

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
協
会
事

務
局
ま
で
直
接
、
郵
送
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

申
込
締
切　
　

月
８
日画　
時
必
着

１１

１７

と　

き　
　

月
８
日蚊　
時　

分
ス

１２

１０

３０

タ
ー
ト

コ
ー
ス　

玖
島
大
沢
峠
か
ら
佐
伯
地

域
を
周
回
す
る
コ
ー
ス

部　

門　

一
般
男
子
の
部
、
高
校
男

子
の
部
、
中
学
男
子
の
部
、
一
般

女
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部

参
加
費　

一
般
男
子
の
部
５
千
円
、

そ
の
他
の
部
２
千
円

申
込
期
間　
　

月
２
日我
～　

月
１

１０

１１

日画
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

妹背ウォーターフォールクラブ

緯胃益０１２４ アフリカンダンス教室

■

サンチェリー緯雲５９８０ 体育の日記念事業・

施設無料開放
■対　象時　間内　容場　所 小学生１３：００～１４：３０ヘキサスロン体験会サブアリーナ 一般１４：３０～１５：３０リズミックポール体験会 １０：００～１６：００各種体験教室（詳しくは問い合わせてください）武道場 ３歳以上の未就学児と保護者９：００～１０：００幼児水泳教室～親子で楽しく水遊び～温水プール 一般１０：００～１０：３０水中歩行 １３：００～１３：３０ 中学生以上１０：００～１６：００初心者トレーニング体験トレーニング室 どなたでも１０：００～１６：００食品バザー・くじなど峰高公園 観覧自由１２：００～１５：００サンチェリー秋祭り 小学生以上１５：００～１６：００ノルディックウオーキング
佐伯総合スポーツ公園緯演１６０１ オクトーバーフェスト

２０１３ＩＮさいき

■内　容場　所 カープＯＢによる野球教室野球場 アンジュヴィオレ交流試合サッカー教室（誰でも参加できます）陸上競技場 午後無料開放体育館 終日無料開放トレーニングルーム 健康相談・体力測定ミーティングルーム 終日無料開放テニスコート 軽トラ市・音楽演奏中央広場※開園時間９：００～１８：００

廿日市市スポーツ協会事務局

緯胃荏４４８０ 指導者講習会
■

廿日市スポーツクラブ緯曳４１５０ 無料体験教室
■

スポーツ

佐北駅伝大会実行委員会緯演１２６１ 第　回佐北駅伝大会
６２参加チーム募集
■

写真は昨年の大会の様子。雪の降る中、熱いレースを繰り広げました。
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小
・
中
学
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通

学
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
は
、
保
護
者
の
住
所
が

ど
の
学
校
の
通
学
区
域
に
あ
る
か
に

よ
っ
て
、
児
童
生
徒
の
就
学
す
べ
き

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
区
域
の
弾
力
化
制
度
は
、
通

学
区
域
制
を
維
持
し
て
い
き
な
が
ら
、

多
様
化
す
る
保
護
者
の
希
望
に
も
応

え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

中
学
校
お
よ
び
、
吉
和
小
学
校
、

宮
島
小
学
校
は
市
内
全
て
の
学
校
か

ら
、
そ
の
他
の
小
学
校
は
住
所
地
の

指
定
校
に
隣
接
す
る
学
校
か
ら
選
択

で
き
ま
す
。

募
集
対
象

　

平
成　

年
度
の
新
１
年
生
の
み
。

２６

た
だ
し
通
学
区
域
内
の
児
童
・
生
徒

が
確
実
に
就
学
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
学
校
設
備
な
ど
を
考
慮
し
て
、

募
集
を
行
わ
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
。

受
入
枠　
各
学
校
５
人（
表
の
と
お
り
）

注
意
事
項

　

学
校
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
の
特
色
、
登
下
校
の
安
全
、
地
域

と
の
関
わ
り
な
ど
も
十
分
踏
ま
え
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
慎
重
に
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
地
を
通
学
区
域
と
す
る
学
校

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
は
不
要

●
転
入
・
転
居
時
に
は
選
択
不
可

●
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
通
学
区
域
以
外
の
小
学
校
を
選
択

し
て
も
、
中
学
校
進
学
時
に
再
度

選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
中
学
校
に
進
学
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

住
所
地
の
指
定
校
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す

●　

月
中
旬
か
ら　

月
中
旬
ま
で
に

１０

１１

各
学
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く

た
め
の
機
会
を
設
定
し
て
い
ま
す

申
請
書
配
布　
　

月
１
日峨
～

１０

　

教
育
委
員
会
・
各
学
校
・
市
民
セ

ン
タ
ー

受
付
期
間　
　

月
１
日峨
～　

月　

１０

１１

１５

日画受
付
場
所　

教
育
指
導
課
へ
直
接

　

平
成　

年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

２６

の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　

平
成　

年
４
月
２
日
～
平

１９

成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２０

実
施
日　
　

月
初
旬
～　

月
下
旬

１０

１１

　

実
施
日
時
・
場
所
は
、
対
象
児
童

の
保
護
者
に
郵
便
で
通
知
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
ま
た
は
保
護
者
に
代
わ

る
人
が
付
き
添
い
の
上
、
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当

す
る
人
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
教
育
指
導
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

内　

容　

視
力
検
査
、
内
科
検
診
、

眼
科
検
診
、
耳
鼻
科
検
診
、
歯
科

検
診
、
聴
力
検
査

　

広
島
県
で
は
、
県
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
各
市
町
か
ら
米
軍

機
と
思
わ
れ
る
低
空
飛
行
の
目
撃
情

報
を
取
り
ま
と
め
、
低
空
飛
行
訓
練

の
中
止
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

低
空
飛
行
を
目
撃
し
、
生
活
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
騒
音
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
づ
く
り
担
当
に
電
話
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
目
撃
情

報
調
査
票
に
よ
り
、
フ
ァ
ク
ス
で
情

報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
の
内
容　臼
目
撃
日
時
▼渦
場

所
（
近
く
の
目
標
物
な
ど
）
▼嘘飛

行
方
向
・
飛
行
高
度
・
機
数
▼

唄
飛
行
時
の
音
、
機
体
の
特
徴
な

ど
、
分
か
る
範
囲
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

１０
　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
、
生
活
排
水
を
浄
化
す
る
装

置
で
す
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
３
項
目

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
実
施

す
る
よ
う
、
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
守
点
検

　

機
械
や
配
管
の
点
検
・
補
修
や
消

毒
剤
の
補
充
を
行
い
ま
す
。
汚
水
の

処
理
方
式
や
対
象
人
員
の
区
分
に
よ

り
、
実
施
す
べ
き
回
数
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
般
住
宅
に
設
置
さ
れ

て
い
る
小
型
浄
化
槽
の
場
合
は
、
１

年
に
３
回
ま
た
は
４
回
の
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

●
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
を
引

き
抜
き
、
装
置
内
を
洗
浄
し
ま
す
。

一
般
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
小
型

浄
化
槽
の
場
合
は
、
１
年
に
１
回
ま

た
は
２
回
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

●
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
使
用
開
始
か
ら
３
～
８

カ
月
の
間
に
１
回
と
、
そ
の
後
は
１

年
に
１
回
、
広
島
県
が
指
定
し
た
検

査
機
関
が
実
施
す
る
定
期
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

定
期
検
査
で
は
、
外
観
検
査
、
水

質
検
査
、
書
類
検
査
を
行
い
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
実

施
さ
れ
、
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
定
期
的
、
継
続

的
に
判
断
し
ま
す
。

一般
教育指導課緯運９２０２ 小・中学校の通学区域弾力化

■募集を行う学校廿日市小学校平良小学校原小学校宮内小学校地御前小学校佐方小学校阿品台西小学校金剛寺小学校四季が丘小学校玖島小学校友和小学校津田小学校浅原小学校吉和小学校大野西小学校宮島小学校野坂中学校佐伯中学校吉和中学校大野中学校大野東中学校宮島中学校
教育指導課緯運９２０２ 新小学校１年生の健康診断

■

廃棄物対策課緯運９１３３ 浄化槽の維持管理

■

毎年１回行う定期検査（１１条検査）の区分、料金および検査機関（平成２５年度）連絡先指定検査機関検査料金人槽区分 浄化槽（合併処理）みなし浄化槽（単独処理） 〒７３０－００２５広島市中区東平塚町３番２８号緯０８２（５４６）２１６８　胃０８２（２４９）８０１９公益社団法人広島県浄化槽維持管理協会５，０００円５，０００円１０人槽以下（効率化検査） 〒７３１－３１６７広島市安佐南区大塚西四丁目２番２８号緯０８２（８４９）６４１１　胃０８２（８４９）６４２２公益社団法人広島県環境保全センター１０，６００円～２１，６００円８，６００円～１７，６００円１１人槽以上（ガイドライン検査）※みなし浄化槽（単独処理）：し尿のみを処理する浄化槽（平成１３年４月以降は、新設が禁止されました）※浄化槽（合併処理）：し尿と台所などの生活雑排水を併せて処理する浄化槽※１１人槽以上の浄化槽は、人槽により検査料金が異なりますので、詳しくは、広島県環境保全センターに問い合わせてください

総務課緯運９１００・胃荏１０５９ 米軍機の目撃情報調査にご協力を

■

■ぐるっと宮島再発見潮風薫る安芸の宮島を船で一周します。

と　き　　月　日掌　　時～　時　分頃
１１１０
１０１２３０
※雨天決行（荒天時は中止）

参加費　大人　２５００円　小人　１５００円
定　員　　人（先着順）
４０
申込方法　宮島観光協会まで電話で
問宮島観光協会
緯瑛２０１１
26広報はつかいち2013.10.1
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住
基
ネ
ッ
ト
（
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
機
器
更

改
作
業
の
た
め
、
住
基
ネ
ッ
ト
業
務

の
一
部
を
停
止
し
ま
す
。
み
な
さ
ま

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

停
止
日　
　

月　

日我
終
日

１０

１６

停
止
す
る
業
務　

住
民
票
の
写
し
の

広
域
交
付
▼
住
基
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
転
入
手
続
き
▼
他
市
町
村
の

窓
口
で
申
請
す
る
本
市
住
民
の
住

民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
▼
本
市

か
ら
転
出
し
た
人
が
他
市
町
村
で

行
う
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転

入
手
続
き
な
ど

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
な
ど
の
手
続
き
は
可
能
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
の
医
療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
。

　

た
だ
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る

被
害
届
」
を
提
出
す
れ
ば
、
健
康
保

険
を
使
っ
た
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

示
談
を
結
ぶ
と
、
加
害
者
に
医
療

費
を
請
求
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
示
談
の
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
福
祉
医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
受
給
者
証
）
▼
印
鑑

（
ゴ
ム
製
不
可
）
▼
交
通
事
故
証

明
書

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
で
ご
み
な
ど
を
燃
や
す
行
為

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
や
祭
事
な
ど
、
一
部
限
定
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
際
も
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
ご
み
を
一
緒
に
燃
や
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
な
ど
一
部
認
め
ら
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
煙
や
悪
臭
、
灰

な
ど
に
よ
り
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
焼
き
を
見
か
け
た
ら
、
市
役
所

ま
た
は
、
最
寄
り
の
支
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

　

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
に
は
、
ご

み
を
捨
て
ら
れ
な
い
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
す
。

　

次
の
３
点
に
気
を
つ
け
土
地
を
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
分
が
所
有
す
る
空
き
地
の
雑
草

な
ど
を
刈
り
取
り
、
清
潔
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

②
自
分
が
所
有
す
る
空
き
地
に
は
、

柵
を
設
け
た
り
、
看
板
を
立
て
た

り
し
て
、
む
や
み
に
他
人
が
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
土
地
な
ど
を
貸
す
場
合
は
、
不
法

投
棄
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
清
潔

に
保
つ
な
ど
、
適
正
管
理
を
お
願

い
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
し
た
ら
、

人
物
の
特
徴
や
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

を
警
察
に
連
絡
す
る
な
ど
、「
不
法

投
棄
を
許
さ
な
い
」
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　

自
転
車
ま
た
は
バ
イ
ク
で
広
島
電

鉄
や
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
利
用
す
る
際
は
、

歩
道
な
ど
に
放
置
せ
ず
、
自
転
車
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
廿
日
市
駅
前
、
Ｊ
Ｒ
宮
内
串

戸
駅
前
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
大
野
浦
駅
前
の

自
転
車
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
一
時

利
用
も
可
能
で
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

　

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
空
き
状
況
、
利
用
料
金
な

ど
は
、
各
自
転
車
駐
車
場
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
Ｊ
Ｒ
廿
日
市
駅
前
自
転
車
駐
車

場緯荏
７
３
７
４
▼
Ｊ
Ｒ
宮
内
串

戸
駅
前
自
転
車
駐
車
場
北
口緯荏１

３
７
５
▼
Ｊ
Ｒ
宮
内
串
戸
駅
前

自
転
車
駐
車
場
南
口緯荏
８
４
５

７
▼
Ｊ
Ｒ
大
野
浦
駅
自
転
車
駐
車

場緯益
２
７
５
５

※
Ｊ
Ｒ
阿
品
駅
、
Ｊ
Ｒ
宮
島
口
駅
、

Ｊ
Ｒ
前
空
駅
お
よ
び
広
島
電
鉄
各

駅
に
は
、
無
料
の
自
転
車
駐
車
場

が
あ
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
に
発
生
し
た
ト
ン

２４

１２

ネ
ル
天
井
板
の
崩
落
事
故
を
踏
ま
え
、

広
島
県
で
は
道
路
の
り
面
・
ト
ン
ネ

ル
・
橋
梁
な
ど
の
道
路
施
設
の
点
検

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
道
路
の
り
面
は
日
常
点
検
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
詳
細

な
点
検
（
道
路
防
災
総
点
検
）
か
ら

約　

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

１５
ら
、
前
回
点
検
箇
所
の
点
検
内
容
に

つ
い
て
再
点
検
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
山
地
斜
面
の
転
石

（
浮
石
）
の
状
況
や
岩
石
の
亀
裂
な

ど
を
調
査
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

土
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

広
島
県
土
木
局
道
路
整
備

課緯
０
８
２
（
５
１
３
）
３
９
０
４

　

９
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た
広
島

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日蚊
～　

月
３
日華１０２０１１と

こ
ろ　

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

　

申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
て
も
、

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
の

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ
て

い
る
か
、
記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い

か
な
ど
の
確
認
と
異
議
の
申
し
出
は
、

縦
覧
期
間
中
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
各

地
域
で
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
次
の

時
間
ま
で
に
、
ご
み
置
場
へ
持
ち
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

廿
日
市
・
大
野
・
宮
島
地
域　

７
時　

分
３０

佐
伯
・
吉
和
地
域　

８
時

　

な
お
、
前
夜
か
ら
ご
み
を
持
ち
出

す
行
為
は
、
通
行
の
支
障
と
な
る
場

合
や
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り
ご
み
置
場

周
辺
住
民
へ
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の

で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市民課緯運９１３５ 住基ネット機器更改のため

一部業務を停止します

■保険課　国保年金係緯運９１５９　　　　医療係緯運９１６０ 交通事故などに
遭ったときには届け出を

■

廿日市市選挙管理委員会事務局

緯運９１０１ 海区漁業調整委員会

選挙人名簿の縦覧

■

廃棄物対策課緯運９１３３ 野焼き・不法投棄は禁止

■

維持管理課緯運９１７３ 自転車・バイクの放置はやめて

自転車駐車場を利用しましょう

■

県西部建設事務所廿日市支所

土木課緯荏１１４１ 広島県道路防災総点検

■

廃棄物対策課緯運９１３３ 家庭ごみのごみ置場への

持ち出し時間
■

■ロマンの小径
西国街道コース
と　き　　月　日昭9時～　時
1024
13

定　員　　人（要申込・小雨決行）

50

集合場所　ＪＲ廿日市駅

解散場所　ＪＲ宮内串戸駅
参加費用　４００円（保険代ほか）

申込方法　はつかいち観光協会まで電話で
問はつかいち観光協会

緯雲５６５６
広報はつかいち27 2013.10.1
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１０月の休日診療診療時間　９時～１８時※在宅当番医（予定）を記載しています。当番医は変更する　ことがありますので、受診の前に必ず問い合わせてください
２８８２詠緯かわぐちこどもクリニック（下更地）６日掌１２３１詠緯安東内科クリニック（対厳山）２７日掌 ３５５５叡緯双樹クリニック（新宮）７５００荏緯井村眼科医院（天神） ７７８８運緯田口脳外科クリニック（阿品）１３日掌 ５０００雲緯みたに泌尿器科クリニック（下平良） ２１１１映緯廿日市野村病院（内科）（宮内佐原田）１４日抄 １２３３映緯わたなべ眼科（宮内） ０６８８焔緯友和病院（峠下ヶ原）２０日掌 １２３４欝緯たなべ小児科（平良山手）

■４カ月児・１歳６カ月児・

３歳６カ月児健診
地域により、対象月齢が前後することがあります。　対象者には個別に通知していますが、通知が届いていない

人や、日時や場所の変更を希望する人は、保健センターまたは各支所へ問い合わせてください。

問廿日市市保健センター

緯欝１６１０
■育児相談（乳幼児と保護者） 備　考受付時間ところと　き 陰身長・体重測定、個別相談（保健師・栄養士による）隠母子健康手帳※友和市民センターでは、乳児健診と同時開催です

１０：００～１１：３０※栄養士はいません３区集会所９日昌 ５区集会所１６日昌 ９：３０～１０：３０あいプラザ２１日捷 ９：３０～１１：００大野子育て支援センター２２日昇 １３：３０～１４：００友和市民センター２３日昌 ９：３０～１０：３０あいプラザ２９日昇■育児教室（乳幼児と保護者） 備　考実施時間ところと　き 陰キッズルーム開放１０：００～１２：００吉和市民センター８日昇 陰子育てイベント１０：００～１３：００佐伯総合スポーツ公園１１日晶 キッズランド①親子ふれあい体操１０：００～１０：３０宮島幼稚園２２日昇 ①芋ほり②汚れてもいい服装１０：００～１２：３０吉和保育園２２日昇 わんぱくキッズ１０：００～１１：３０津田児童館２４日昭■ヘルスチェック・健診結果説明会 備　考受付時間ところと　き ①健診結果についての個別相談とヘルスチェック（血圧、体脂肪、尿検査など）②健診を受けた人は結果書※要申込み（健診を受けていない人もヘルスチェッ クに参加できます）
１３：１５～１３：４５大野福祉保健センター１７日昭

■アレルギーの会【乳幼児と保護者】 備　考受付時間ところと　き 前日までに要申し込み１０：００～１１：３０大野福祉保健センター２５日晶

■ハートビクス 備　考ところと　き名　称 実施時間　１３：３０～１５：３０①運動教室と栄養・運動の個別アドバイス②運動用マット（持っている人）※循環器系疾患など既往歴のある人は医師に相談の上、参加してください

あいプラザ２５日晶はつかいちハートビクス
大野福祉保健センター３０日昌おおのハートビクス※初めて参加される人はアンケート調査があります。１３時に集合してください対　象　市内在住の４０歳以上おおむね７０歳未満参加費　無料申込み　あいプラザ会場希望者は廿日市市保健センター緯欝１６１０、大野福祉保健センター会場希望者は大野福祉保健センター緯益２６６０■ハツラツ！はつかいち交流ウオーキング備　考集合時間ところと　き 参加費　５０円　申込み　不要９：００大野９区集会所１２日松 参加費　５０円（阿品地区の人は無料）申込み　阿品市民センター緯嬰３６３０・廿日市市保健センター緯欝１６１０９：３０（受付９：００～）宮島桟橋横広場１４日抄 平良小学校前・宮園公園参加費　１００円申込み　串戸市民センター緯荏２０９６９：００串戸市民センター１８日晶 津和野街道（定員あり）参加費　送迎あり５００円　　　　送迎なし２００円申込み　佐伯支所福祉グループ緯演１１１８９：３０栗栖チェーン脱着場１９日松

廿日市地区周辺参加費　無料申込み　中央市民センター緯欝１２６６９：３０（受付９：１５～）中央市民センター２１日捷
参加費　５０円　申込み　不要９：００大野２区集会所２３日昌

１０月の保健行事※備考欄は、陰「内容」、隠「持ってくるもの」です※会場があいプラザのときは、駐車場が少ないので公共交通機関を利用して来場してください■宮島支所福祉グループ緯瑛２００１・鯖瑛２１９６■大野保健センター緯益２６６０・鯖益２７１０■吉和支所市民福祉グループ緯猿２１１３・鯖猿２０７８■佐伯支所福祉グループ緯演１１２４・鯖演０４１５　■廿日市市保健センター緯欝１６１０・鯖欝１６１１

広報はつかいち29 2013.10.1

救急案内　市消防本部緯荏8111（休日の病院の問い合わせに応じます）救急ファクシミリ119番　鯖119休日・夜間急患診療
■広島市立舟入病院　緯０８２（２３２）６１９５　診療科　内科・小児科・耳鼻咽喉科■広島市立広島市民病院　緯０８２（２２１）２２９１　診療科　内科など（歯科・口腔外科を除く）※成人（高校生相当年齢以上）の主に内因性疾患の救急医療■広島口腔保健センター　緯０８２（２４１）４８６１　診療科　歯科■小児救急医療相談　＃８０００または緯０８２（５０５）１３９９　相談受付　毎日／１９時～翌８時　相談対応　小児科勤務経験がある看護師が対応　　　　　　（小児科医師が支援）※診療時間・診療科など、事前に必ず電話で問い合わせてください

■廿日市市休日・夜間急患診療所（１５歳以上のみ）　緯欝１０１１・鯖欝１６１４（診療時間内のみ）　（新宮一丁目１３番１号・あいプラザに併設）　診療科　内科　診療時間　休日／９時～２２時　月～土曜日／１９時～２２時※電話での問い合わせは２１時４５分まで。また、支払う医療　費には時間外加算または休日加算が含まれます■診療所の利用についてのお願い　休日・夜間急患診療所は、救急患者のための診療所です。急患でない場合は、できるだけ通常の診療時間内に、かかりつけ医で受診してください。また、受診の際は健康保険の被保険者証を持参してください。

■あいプラザまつり健康コーナー募集と　き　１１月１０日掌ところ　あいプラザ参加費　無料○骨密度測定　諮測定後、医師や栄養士による相談を受けることができます。諮開催時間　９時～１５時諮対象　市内在住で、２年以上骨密度を測定していない人諮定員　２５０人（開催時間中３０分ごとに２５人）○小児救急救命講習　諮開催時間　１０時３０分～１２時諮定員　１５人諮動きやすい服装で○ベビーマッサージ諮開催時間　１０時～１１時３０分、１３時～１４時３０分諮対象　おおむね１歳未満の親子諮定員　午前・午後各６組○アロママッサージ体験　諮開催時間　１０時～１１時４０分、１３時～１４時４０分諮定員　午前・午後各２４人（２０分ごとに４人）申込方法　廿日市市保健センター緯欝１６１０まで
■ＣＫＤ（慢性腎臓病）予防教室（公開講座）と　き　１０月１０日昭１３時３０分～１５時ところ　あいプラザ３階　講座室講　演　「お薬とのつき合い方」薬が腎臓に与える影響、お薬手帳の活用方法・メリットなど講　師　 大田 　おおた  博子 さんひろこ申込方法　廿日市市保健センター緯欝１６１０まで※ＣＫＤ（慢性腎臓病）とは、腎臓の働きが慢性的に低下していく病気をいいます。喫煙者、生活習慣病の人、高齢者、健診などでタンパク尿が見つかったことがある人などはＣＫＤになりやすく、注意が必要です

■体若返り教室ハートビクス 備　考実施時間ところと　き ②運動用上靴など講師　松本直子さん１４：００～１５：３０西連集会所１０月３日昭
■特定健診・がん検診・人間ドック申込受付中　詳しくは「平成２５年度健診のしおり保存版」をご覧ください。集団健診・医療機関個別健診は、１１月末までです。早めに申し込んでください。　※先着順です。すでに、定員に達した健診項目があります。詳しくは、予約時に問い合わせてください。１０月２１日捷は託児があります（要予約） 備　考受付時間ところと　き 特定健診諮Ｃ型Ｂ型肝炎ウィルス検査諮肺がん諮大腸がん諮胃がん諮乳がん諮子宮頸がん８：３０～１０：００（受付時間を指定）大野福祉保健センター
１０月１８日晶１０月２１日捷１１月１３日昌１１月１４日昭申込み・問合せ　健診専用電話緯雲２０２６■平成２５年度おおの健康福祉フェスタ　大野地域で「健康」と「福祉」に触れる２つのイベントを同日開催します。と　き　１０月６日掌１０時～１４時３０分　　　　（一部コーナーは１３時３０分まで）ところ　大野体育館および大野福祉保健センター周辺○健康を守る集い内　容　第１１回ウォーキング大会、健康チェック（骨密度測定ほか）・体力測定コーナーなど○福祉ふれあいまつり内　容　福祉ボランティア体験・スタンプラリー、バザーなど問合せ　健康推進課　大野健康推進グループ緯益２６６０　社会福祉協議会　大野事務所緯駅３２９４

■４００朱献血にご協力を！ 　月　日昇１０２９廿日市市役所９時　分～　時　分３０１１３０
　時　分～　時
１２４５１６
対象男性　　～　歳、女性　　～　歳、

１７６９
１８６９

体重　手以上の人５０
※　歳以上の人は、　歳から　歳までに献血経験のある人に限りま

６５
６０
６４

す。受付時に本人確認のできるものの提示にご協力ください
問廿日市市保健センター

緯欝１６１０



《
相
談
内
容
》

　

小
学
２
年
生
の
息
子
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
と
言
う
の
で
、

母
親
で
あ
る
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
私
の
名
前
で
登
録
し
た
。

無
料
だ
と
思
い
使
わ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
登
録
も
し
て
お
り
、
簡
単
な
操
作
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
が
で
き
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
の

有
料
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら　

万
円
を
超
え

１０

る
請
求
が
あ
っ
た
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

歳
代　

女
性
）

４０

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

実
際
の
利
用
者
が
未
成
年
者
で
も
、
大
人
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
大
人
が
会
員
登
録
し
た
Ｉ
Ｄ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
未
成
年
者
契
約
の
取
り
消
し
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
相
談
者
に
説
明
し
た
上
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と

ゲ
ー
ム
提
供
業
者
、
決
済
代
行
業
者
に
未
成
年
者
が
親
に
無
断
で
利
用

し
た
こ
と
な
ど
、
事
情
を
説
明
し
て
交
渉
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
決
済
手
段
は
多
様
化
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
登
録
し
て
い
る
と
、
簡
単
な
操
作

で
子
ど
も
で
も
決
済
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
そ
の
情
報
を
登
録
し
て
い
る
サ
イ
ト
の
Ｉ
Ｄ
な
ど
の
管
理

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

親
名
義
の
登
録
の
場
合
、
実
際
の
利
用
者
は
未
成
年
者
で
も
、
原
則
、

ゲ
ー
ム
利
用
料
の
上
限
設
定
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非
対
面
の
取

引
の
た
め
、
大
人
が
利
用
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
事
後
の
交
渉
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｉ
Ｄ

を
未
成
年
者
に
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

（広島県環境県民局消費生活課発行「くらしのフレッシュ便」平成　年8月号より）
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施設の催し情報

■図書館１０月のおはなし会 対象と　きところ 乳幼児４日晶・１８日晶１１時～はつかいち市民図書館小さい子の ための おはなし会
幼児・小学校低学年

１２日松・２６日松１１時～はつかいち市民図書館おはなし会 ２６日松１４時～大野図書館 １２日松１０時３０分～さいき図書館 幼児～大人今月はありませんはつかいち市民図書館ストーリーテリング 

１０月の休館日開館時間図書館名
２４日昭月～金　９時～１９時土・日・祝・休日　１０時～１８時はつかいち市民図書館緯欝０３３３
７日捷、１５日昇、２１日捷、２４日昭、２８日捷１０時～１８時大野図書館緯益１１２０さいき図書館緯演１０１１

■木材利用センター緯荏２３９３
■リサイクルプラザ（エコセンターはつかいち内）緯曳０２６６と　き　陰９時３０分～１２時　　　　隠１３時３０分～１６時※参加費は各１００円（ランプ作りは別途費用が必要）※定員は各１０人。参加申し込みは、各講座の受付開始日から電話で

定員参加費と　き教室名定員参加費と　き教室名 ６人３，８００円１０月３０日昌１０時～１３時すいすい木工教室「ポスト」６人１，５００円１０月１６日昌１０時～１３時すいすい木工教室「大人の端材教室」 １０人１，５００円１１月２日松１０時～１２時森の動物たちの置時計１０人８００円１０月１９日松１０時～１２時ハロウィンすごろくをつくろう １５人３００円１１月９日松１０時～１２時ハザイでつくろう１０人１，０００円１０月２０日掌１０時～１２時おばけの表札 ３０人１０人３００円１，０００円１１月１０日掌１０時～１２時けん玉組み立て教室けん玉教室６人２，７００円１０月２３日昌１０時～１３時すいすい木工教室「ハロウィンの玄関オーナメント」 ６人１，５００円１１月１３日昌１０時～１３時すいすい木工教室「大人の端材教室」１０人２，０００円１０月２６日松１０時～１４時ハロウィンパーティ「かぼちゃのランプ」
　申し込み、問い合わせは、木材利用センターまで電話で。いずれも開催場所は木材利用センターです。汚れても良い服装で来てください。　教室内容の詳細は、市ホームページをご覧ください。

受付開始持ってくるものと　き講座名 １０月３日昭からはさみ、洋裁道具、物差し、鉛筆１０月１０日昭陰・隠古い布から草履づくり １０月９日昌からほどいてアイロンをかけた古い和服、洋裁道具、はさみ１０月１６日昌隠和服からリフォーム～作務衣・ベスト作り～ １０月１７日昭からお気に入りの瓶など１０月２４日昭陰・隠サンドブラスト～花瓶・ランプ作り～ １０月３０日昌からチラシ６枚（３８×５４．５cm）、はさみ、ナイロン手袋１１月６日昌隠チラシを使ってリース作り

消費生活相談緯雲１８４１と　き　月～金曜日　（祝・休日を除く）　９時～１２時、　１３時～１６時ところ　廿日市市　消費生活センター　（市役所６階　商工労政課内）

■消費生活

■  　　　君啓景畦景恵敬 右吋韻隠陰 鵜卯雨迂87宇 唄嘘渦臼碓丑窺 瓜浦厩2322蔚欝 雲運云噂閏
宮島競艇施行組合緯悦1122

　　：レース開催日　○：場外発売

宮島RACEBOAT10月
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■赤い羽根共同募金に
ご協力を
　月１日昇から　月　日昇まで、「赤い羽根共

１０
１２３１

同募金運動」が全国一斉に繰り広げられます。寄せられた募金は、それぞれの地域に助成金として還元され、高齢者、障がい児（者）、児童・青少年、ボ

ランティア活動推進事業など、地域福祉の推進に幅広く活用されます。皆さんのご協力をお願いします。
問社会福祉協議会
緯欝０２９４

■法務局休日相談所法務局廿日市支局では、平日の相談窓口を利用できない人

に対して「全国一斉！法務局休日相談所」を開設します。と　き　　月６日掌　時～　時
１０
１３１６

ところ　廿日市地方合同庁舎１階
相談員法務局職員、司法書士、土地

家屋調査士、人権擁護委員
問広島法務局廿日市支局

緯雲２１６４

※○予 は事前に予約が必要です。○電 は電話による相談も可能です暮らしの相談

広報はつかいち31 2013.10.1

問合せ・予約先相談会場開催時間開 催 日相　　談 広報統計課緯運９１２１市役所２階市民相談室９時３０分～１４時３０分（受付１４時まで）月・火・金曜日（祝・休日を除く）市民相談○電 市政に関する要望や生活上の困りごとなど
広報統計課緯運９１２１市民活動センター２階１３時～１７時１０月４日晶・１１日晶・２５日晶行政書士による無料相談交通事故、相続・遺言、離婚に関する相談 市役所４階４０２会議室１３時～１６時１０月１６日昌 広報統計課　緯運９１２１、　　　　　　緯欝０００１（内線１４９２）受付開始　１０月２日昌８時３０分から電話で市役所４階４０２会議室１３時～１６時１０月９日昌・１５日昇・２３日昌無料法律相談○予 弁護士による相談 広報統計課緯運９１２１市役所４階４０２会議室１３時～１６時１０月１７日昭無料登記相談土地家屋調査士による相談 課税課緯運９１１３市役所２階市民相談室１３時～１６時１０月２日昌税理士無料税務相談○予 所得税、相続税、贈与税など 都市計画課緯運９１９０市役所１階１０１会議室１０時～１６時１０月２日昌不動産に関する無料相談会広島県不動産鑑定士協会による不動産の鑑定価格、賃料などの相談 商工労政課緯運９１４０市役所２階市民相談室１２時３０分～１６時３０分第２・第４水曜日（祝・休日を除く）就業支援相談○予 廿日市市社会福祉協議会廿日市事務局（あいプラザ内）緯欝０７８３・鯖欝１６１６同佐伯事務所（佐伯社会福祉センター内）緯演０８６８・鯖演１００５同吉和事務所（吉和福祉センター内）緯猿２８８３・鯖猿２５１４同大野事務所（大野福祉保健センター内）緯駅３２９４・鯖駅３２７５同宮島事務所（宮島福祉センター内）緯瑛２７８５・鯖瑛２６６１※各事務所では、ボランティア相談、福祉総合相談も随時行っています

あいプラザ１３時～１６時火・金曜日（祝・休日を除く）心配ごと相談○電 日常生活上の悩みごとや対人関係のもつれ、困りごとなどの相談
佐伯社会福祉センター１３時～１６時水曜日（祝・休日を除く） 吉和福祉センター（すこやかプラザ）１３時～１６時１０月２日昌・９日昌・１６日昌 大野福祉保健センター１３時～１６時木曜日（祝・休日を除く） 宮島福祉センター１３時～１６時１０月７日捷・２１日捷 あいプラザ１３時３０分～１５時１０月８日昇認知症介護相談○予 大野福祉保健センター１３時～１６時１０月２２日昇認知症介護相談○電 あいプラザ１３時～１６時１０月９日昌司法書士法律相談○予 障がい福祉相談センター「きらりあ」緯欝０２２４・鯖欝０２２５障がい福祉相談センター（あいプラザ内）９時～１７時月～金曜日（祝・休日を除く）障がいに関する総合相談○電 障害福祉課緯運９１５２あいプラザ２階会議室１４時～１５時１０月１７日昭理学療法士・作業療法士・言語聴覚士による専門相談○予 廿日市市こども相談室緯荏８０６１９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）教育相談○電 錆（０１２０）０８０１１０（通話料無料）９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）こどもいじめ１１０番○電 月～金曜日（祝・休日を除く）　８時３０分～１７時地域包括支援センターはつかいち緯運９１５８・鯖雲１９９９　地域包括支援センターさいき緯演２８２８・鯖演０４１５　　佐伯さつき会よしわせせらぎ園緯猿２３７７・鯖猿２３７９地域包括支援センターおおの緯詠０２５１・鯖駅１３０７　　いもせ聚楽会宮島ふれあい緯瑛０２５０・鯖瑛０８８１高齢者の総合相談○電 介護予防や生活の中での困りごと、介護保険、虐待など 児童課緯運９１５３児童相談所全国共通ダイヤル緯０５７０（０６４）０００市役所１階児童課８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）家庭児童相談○電 要保護児童・虐待など 廿日市市子育て支援センター緯欝１６１２・鯖欝１６１３廿日市市子育て支援センター（あいプラザ内）８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）子育てに関する相談○電 １０時～１２時、１３時～１７時　　土・日曜日、祝・休日 大野子育て支援センター緯鯖悦０３５６大野子育て支援センター（深江保育園内）９時～１５時月～金曜日（祝・休日を除く）

 
月～金曜日（祝・休日を除く）1３時～１７時 ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園 駅2018駅2026池田焔0672焔0834友和映3205映6126宮園荏5603荏0858佐方 駅2009駅2051いもせ演0939演0952津田荏5706荏0970串戸雲1638雲0112廿日市 益1558益1559梅原演0086演0205浅原嬰3262嬰0273地御前荏7521雲1165平良 駅2010駅2073丸石猿2460猿2470吉和曳6111曳0618阿品台東映1616映6135原 0827謁58980827謁5571鳴川悦0356悦0328深江曳4031曳0351阿品台西曳1636曳0671宮内

電話育児相談○電 市内各保育園で実施



10/14華１６時開演 中  あたり 孝介 こうすけ全国コンサートツアー2013『もっと日本。』大ホール【全席指定】　5,500円

10/19臥１５時開演デュオ 旭爪 姉妹ひのつめCONCERT～クラシックをご一緒に♪～　宮島観光大使としても活躍する旭爪姉妹が奏でる美しき調べを。小ホール【全席自由】2,000円

10/18画１８時４５分開演 伴谷  真  知  子 ともたに ま ち こピアノリサイタル～さらなる飛躍を求めて～　演奏活動35周年を記念してのリサイタル。小ホール【全席自由】2,000円

10/14華１４時開演 工谷 くたに  明子 あきこソプラノソロリサイタル　地元廿日市で初のソロリサイタル。オペラから日本の歌、ポップスまで歌います。小ホール【全席自由】500円

10/13蚊１８時３０分開演 藤咲 ふじさく 真介 のしんすけMusic of the Night 第二夜～身近な楽器☆再発見コンサート～出演　藤咲真介（オカリナ・鍵盤ハーモニカ・リコーダー）、梶上幸子（ピアノ）小ホール【全席自由】2,500円

発行／廿日市市　〒738－8501　広島県廿日市市下平良一丁目11番1号
　　　緯0829欝0001廠・鯖0829荏1059編集／分権政策部　広報統計課　広報統計係ホームページアドレス　http://www.city.hatsukaichi.hiroshima.jp./フェイスブックアドレス　http://www.facebook.com/hatsukaichicity

目の不自由な人のために
■音声読み上げのための「広報はつかいち」テキスト版を
　ホームページに掲載しています。
■「広報はつかいち」のカセットテープ、デイジー図書、
　点訳本があります。廿日市市社会福祉協議会緯欝0294
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10/12臥１５時開演山形由美＆大谷康子魅惑のデュオ・コンサート大ホール【全席指定】　3,500円

資

問合せ　さくらぴあ緯欝０１１１　さまざまなジャンルの音楽で廿日市市を盛り上げます。会場は、すべてさくらぴあです。

資
10/16我１９時開演 齊藤 さいとう  純子 LIVEじゅんこ☆純style☆　はつかいち市民ミュージカル出身・齊藤純子が歌とダンスとトークで魅せる、故郷での凱旋ライブ。小ホール【全席自由】 500円

葛葛
資葛 10/12臥１８時開演川本睦子＆なかにし隆JAZZコンサートwithはつかいちJazzオーケストラチェリーブロッサム21小ホール【全席自由】　2,000円資 10/13蚊１５時開演海援隊トーク＆ライブ2013大ホール【全席指定】　4,500円 葛資10/17牙１９時開演JAPAN×AFRICAHAPPY MUSIC NIGHT～絆を音楽とダンスにのせて～小ホール【全席自由】　2,500円 葛 10/19臥16時30分開演ハーブ・オオタJr. ウクレレコンサート大ホール【全席指定】　3,500円資 10/20蚊１４時開演さくらぴあ新人コンクール入賞者コンサート出演　恩田佳奈（ピアノ）、朝岡周（サクソフォン）、山川智馨（ピアノ）小ホール【全席自由】　500円 葛 10/20蚊16時30分開演TATUYA ISHIICONCERT TOUR　2013「WHITE MOONLIGHT」大ホール【全席指定】　8,400円資

49,459世帯（＋7世帯）世帯数：117,657人（－24人）人口：人口と世帯数　9月1日現在　（　）は前月比■

編集後記
　特集では、地域にまつわる不思議

なお話をいくつか紹介しましたが、今

回紹介させていただいたのは、ほんの

一部です。このまちには、まだまだ不

思議なお話がたくさんあります。身近

にあるそういったお話を探してみる

のもいいかもしれませんね。機会があ

れば、今後また紙面でも紹介したいと

思います。
　さて、オープン２周年を迎えた宮

島水族館。記念イベントでは、さかな

クンが１日名誉館長を務め、「さかな

クンのおさかな講座」を開催しました。

　その際、水族館のバックヤードを

見学したさかなクン。そこには、飼育

員さんの話に熱心に耳を傾け、メモ

を取る姿がありました。博学の裏には、

地道な努力があることを実感しました。

　さて、酷暑と言われた夏も終わり、

ようやく秋らしくなってきましたね。

行楽の秋、これから市内のイベントも

めじろ押しです。
川辺邦彦


